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midas Drawing 構造図⾃動⽣成

※⼀般社団法⼈buildingSMART Japanにて策定されている建築構造分野での情報交換のための標準フォーマットです。

Drawing は構造図を⾃動⽣成できる⼆次元情報CADです。
⼀貫計算プログラムである midas eGen ファイルを読み込むことで構造図を⽣成することが出来ます。
また、midas eGen では ST-Bridge形式ファイル(Ver.1.4)に対応しています。
他社の⼀貫計算ソフトから書き出した ST-Bridge形式ファイルを midas eGen ファイルにデータ変換することで⾃動⽣成が可能となります。
計算ソフトのファイルを読み込んで⾃動⽣成するので、今まで構造計算モデルと図⾯の間で⽣じていた不整合を防ぐことにも有効です。

1.1 はじめに

⼀貫計算のデータを活⽤した
・素早い図⾯化
・CADの操作レベルに関係ない安定した品質
・計画段階から実施図までいつでも⽣成可能

・
・
・

ST-Bridge ※ 構造3Dモデル

建物⼊⼒モデル

・断⾯形状
・材料情報

⼀貫計算モデル

SS7
SEIN
BUS
SS3
Build

図⾯⽣成

伏図
軸組図
断⾯図

部材リスト

データ変換

midas Drawing ⾃動⽣成できる構造図の種類

◇伏図
1. ⼀般階伏図
2. 柱芯図
3. 杭伏図
4. 基礎伏図
5. 層不整形対応図⾯

◇軸組図

◇断⾯図
1. 構造断⾯図
2. 軸列断⾯図

◇部材リスト
・RC部材
1.柱 リスト
2.⼤梁・⽚持ち梁 リスト
3.⼩梁 リスト
4.地中梁 リスト
5.壁 リスト
6.スラブス リスト STYLE-01
7.スラブス リスト STYLE-02
8.ブレース リスト
9.独⽴基礎 リスト

10.布基礎 リスト
11.べた基礎 リスト STYLE-01
12.べた基礎 リスト STYLE-02
13.杭基礎 リスト
14.現場打ち杭 リスト
15.既製杭 リスト
16.鋼管杭 リスト

・S部材
1.柱鉄⾻ リスト 断⾯形式
2.柱鉄⾻ リスト 表形式
3.⼤梁・⽚持ち梁 リスト 断⾯形式
4.⼤梁・⽚持ち梁 リスト 表形式
5.⼩梁 リスト 断⾯形式
6.⼩梁 リスト 表形式
7.鉄⾻ブレース リスト 断⾯形式
8.鉄⾻ブレース リスト 表形式
9.デッキスラブ リスト

10.梁継⼿ リスト
11.露出柱脚 リスト

2  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



midas Drawing 構造図⾃動⽣成

※⼀般社団法⼈buildingSMART Japanにて策定されている建築構造分野での情報交換のための標準フォーマットです。

Drawing は構造図を⾃動⽣成できる⼆次元情報CADです。
⼀貫計算プログラムである midas eGen ファイルを読み込むことで構造図を⽣成することが出来ます。
また、midas eGen では ST-Bridge形式ファイル(Ver.1.4)に対応しています。
他社の⼀貫計算ソフトから書き出した ST-Bridge形式ファイルを midas eGen ファイルにデータ変換することで⾃動⽣成が可能となります。
計算ソフトのファイルを読み込んで⾃動⽣成するので、今まで構造計算モデルと図⾯の間で⽣じていた不整合を防ぐことにも有効です。

1.1 はじめに

⼀貫計算のデータを活⽤した
・素早い図⾯化
・CADの操作レベルに関係ない安定した品質
・計画段階から実施図までいつでも⽣成可能

・
・
・

ST-Bridge ※ 構造3Dモデル

建物⼊⼒モデル

・断⾯形状
・材料情報

⼀貫計算モデル

SS7
SEIN
BUS
SS3
Build

図⾯⽣成

伏図
軸組図
断⾯図

部材リスト

データ変換

midas Drawing ⾃動⽣成できる構造図の種類

◇伏図
1. ⼀般階伏図
2. 柱芯図
3. 杭伏図
4. 基礎伏図
5. 層不整形対応図⾯

◇軸組図

◇断⾯図
1. 構造断⾯図
2. 軸列断⾯図

◇部材リスト
・RC部材
1.柱 リスト
2.⼤梁・⽚持ち梁 リスト
3.⼩梁 リスト
4.地中梁 リスト
5.壁 リスト
6.スラブス リスト STYLE-01
7.スラブス リスト STYLE-02
8.ブレース リスト
9.独⽴基礎 リスト

10.布基礎 リスト
11.べた基礎 リスト STYLE-01
12.べた基礎 リスト STYLE-02
13.杭基礎 リスト
14.現場打ち杭 リスト
15.既製杭 リスト
16.鋼管杭 リスト

・S部材
1.柱鉄⾻ リスト 断⾯形式
2.柱鉄⾻ リスト 表形式
3.⼤梁・⽚持ち梁 リスト 断⾯形式
4.⼤梁・⽚持ち梁 リスト 表形式
5.⼩梁 リスト 断⾯形式
6.⼩梁 リスト 表形式
7.鉄⾻ブレース リスト 断⾯形式
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1.2 画面構成

※コマンドを実⾏して作業の
進⾏状況を確認できます

ファイル１１

クイックアクセスツールバー22 タイトルバー33

ツリーメニュー77

作業空間99

ステータスバー1111空間切り替えバー1100

※新規作成や開く・保存・閉じるなどプロジェクトファイルの操作が集約されています

※新規作成・開く・保存・元に戻す・やり直しなど
頻繁に使⽤するツールが集約されています

ツールバー55メインメニュー44
※カテゴリー別にコマンドが
集約されています

※アイコン表⽰された
コマンドが集約されています

※モード切替のためのウィンドウ・
プロパティ・図⾯要素・情報タグ
などに切り替えられます

※作図作業を⾏う空間です

※作業空間とレイアウト空間の
切り替えを⾏います

※作図の補佐をする
オプションが集約されています

コマンドウィンドウ88

ウィンドウタブ66
※複数開いている
ウィンドウを切り替えます
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1.3 CAD基本操作

Drawingは、CADソフトに⾃動図⾯⽣成機能が搭載されたソフトウェアです。
AutoCAD LT相当の2次元CAD機能を使⽤することが出来ます。
ここでは、基本的なマウス操作を学習します。

■ マウスの操作

■ 画⾯の操作

拡⼤/縮⼩

移動

拡⼤(zoom in)
⇒マウスホイール上回し

縮⼩(zoom out)
⇒マウスホイール下回し

画⾯移動(pan)
⇒マウスホイールを押しながらマウスを動かす

画⾯全体(zoom all)
⇒マウスホイールダブルクリック

■ オブジェクト選択
左→右︓枠内に納まるオブジェクトが選択されます。 右→左︓枠の線にかかるオブジェクトが選択されます。
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左→右︓枠内に納まるオブジェクトが選択されます。 右→左︓枠の線にかかるオブジェクトが選択されます。

■ 作図・編集

1.3 CAD基本操作

作図と編集のコマンド実⾏はメインメニュー、アイコンメニュー、コマンドを直接⼊⼒、右クリックメニューの4通りの⽅法があります。

1.メインメニューからプルダウンして選択

2.ツールバーからアイコンを選択

3.コマンドウィンドウにコマンドを直接⼊⼒

4.右クリックメニューから選択
・オブジェクト未選択時 ・オブジェクト選択時

■コマンドの終了⽅法
1.「Enter」キー
2.「ESC」キー
3.「スペース」キー
4.マウス右クリック
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1.4 2つのモードとオプションテンプレート

Drawingは、⼀般的なCAD機能を持った「CADモード」と、⾃動で図を⽣成する「⾃動⽣成モード」の
2つの空間を切り替えながら図⾯を仕上げていきます。

eGenファイルを読込み、図を⾃動⽣成するモードです。

⾃動⽣成した図を配置してCADで編集するモードです。
印刷やDXFファイルへの書き出しはCADモードで⾏います。

モードの切替え⽅法（3つの⽅法）

[メインメニュー＞ウィンドウ＞モード]を選択11

[ツリーメニュー] にてマウス右クリックメニューより「このモードに切替え」をクリック22

[ツリーメニュー]にてダブルクリック33

⾃動⽣成モード

CADモード

(1)

(2)

現在のモード11

[⾃動⽣成モード]で
既に⽣成されている図22

[CADモード]で
既に配置されている図33

オプションテンプレート(3)

⾃動⽣成図はオプションテンプレートの設定により⽣成されます。
オプションテンプレートの設定を変更することで、今まで通りの
スタイルに近づけて図を⽣成することが可能です。
オプションテンプレートは「伏軸図⾯⽤」と「部材リスト⽤」に
分かれています。
・伏軸図⾯オプションテンプレート
・部材リストオプションテンプレート

(4)

11

22 33
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1.4 2つのモードとオプションテンプレート

※トラスは⽇本版未対応

RC柱芯図

■伏軸図⾯オプションテンプレート構造種別

凡例RC基礎伏図 RC構造伏図 RC構造軸組図
(断⾯図兼⽤) 登録ブロック⼀覧

S柱芯図 トラス※S基礎伏図 S構造伏図 S構造軸組図
(断⾯図兼⽤)

■部材リストオプションテンプレート部材種別

STYLE01

鉄筋記号 ┃ 柱リスト ┃  ⼤梁リスト ┃  ⼩梁リスト ┃地中梁リスト ┃   壁リスト ┃  スラブリスト ┃

ブレースリスト┃独⽴基礎リスト┃布基礎リスト┃べた基礎リスト┃杭基礎リスト ┃現場打ち杭リスト┃既製杭リスト┃鋼管杭リスト

柱リスト ┃  ⼤梁リスト ┃  ⼩梁リスト ┃ ブレースリスト ┃デッキスラブリスト┃梁継⼿リスト┃露出柱脚リスト┃

STYLE02

STYLE01

STYLE02

STYLE01

STYLE02

※STYLE01は断⾯形式、STYLE02は表形式
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⾃動⽣成モード

1.5 構造図自動生成フロー

構造図⾃動⽣成フロー

①midas eGen ファイルを読込む
※eGenにてグルーピングが未設定だと部材符号は出⼒されません。
※RC部材は配筋情報が未⼊⼒の場合は部材リストが⽣成できません。

・構造図⾯⽣成マネージャー︓構造図の表現設定を指定します。

②構造図の⾃動⽣成
伏図・軸組図・断⾯図・部材リストを⾃動⽣成します。
※断⾯図は伏図を⽣成した後に⽣成可能となります。

③⽣成図を配置
⾃動⽣成モードの作業空間に⽣成図を配置します。

④ レイアウト調整
図⾯枠内への配置位置や⼨法線位置などレイアウトを調整します。

⑤図⾯枠と⽣成図を配置
CADモードに図⾯枠と⽣成図を配置
⾃動⽣成時に指定した図⾯枠と共に配置されます。

⑥ リタッチ
eGenに情報の無い敷地境界線や階段，荷重として⼊⼒している
機器基礎など⽣成図化できない情報はCAD機能を使って追記します。

⑦構造図⾯の完成
連続出⼒機能により、⼀括出⼒が可能です。

① eGenファイル読込み

⑥ リタッチ

② 構造図の⾃動⽣成

⑦ 図⾯完成

構造図⾃動⽣成-作業フロー

CADモード

⑤ 図⾯枠と⽣成図を配置

④ レイアウト調整

①図⾯枠の登録
図⾯を⽣成する前に登録が必要ですが、 サンプルをお使いいただくと
登録しなくても図⾯の⽣成は可能です。

② オプションテンプレート
⾃動⽣成図のスタイル設定を編集します。

⾃動⽣成-事前準備

CADモード

①図⾯枠の登録

オプションテンプレート

② オプションテンプレート設定

③ ⽣成図を配置

構造図⾯⽣成マネージャー
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⾃動⽣成モード
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②構造図の⾃動⽣成
伏図・軸組図・断⾯図・部材リストを⾃動⽣成します。
※断⾯図は伏図を⽣成した後に⽣成可能となります。

③⽣成図を配置
⾃動⽣成モードの作業空間に⽣成図を配置します。

④ レイアウト調整
図⾯枠内への配置位置や⼨法線位置などレイアウトを調整します。

⑤図⾯枠と⽣成図を配置
CADモードに図⾯枠と⽣成図を配置
⾃動⽣成時に指定した図⾯枠と共に配置されます。

⑥ リタッチ
eGenに情報の無い敷地境界線や階段，荷重として⼊⼒している
機器基礎など⽣成図化できない情報はCAD機能を使って追記します。

⑦構造図⾯の完成
連続出⼒機能により、⼀括出⼒が可能です。

① eGenファイル読込み

⑥ リタッチ

② 構造図の⾃動⽣成

⑦ 図⾯完成

構造図⾃動⽣成-作業フロー

CADモード

⑤ 図⾯枠と⽣成図を配置

④ レイアウト調整

①図⾯枠の登録
図⾯を⽣成する前に登録が必要ですが、 サンプルをお使いいただくと
登録しなくても図⾯の⽣成は可能です。

② オプションテンプレート
⾃動⽣成図のスタイル設定を編集します。

⾃動⽣成-事前準備

CADモード

①図⾯枠の登録

オプションテンプレート

② オプションテンプレート設定

③ ⽣成図を配置

構造図⾯⽣成マネージャー

2. 構造図⾃動⽣成

2. 構造図⾃動⽣成

2.1 ファイルの読込み

a. eGenファイルから⾃動⽣成する場合

b. ST-Bridge形式ファイルから⾃動⽣成する場合

2.2 伏図の⽣成

2.3 軸組図の⽣成

2.4 断⾯図の⽣成

2.5 部材リストの⽣成

2.6 印刷，CADファイル書き出し
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2.1 ファイルの読込み

eGenファイルを選択し、
ダブルクリック33開きたいeGenファイルを

検索22

よく使⽤するフォルダーを
ここに登録できます。

選択したeGenファイル名、サイズ、
作成⽇、バージョンが表⽰されます。

eGenデータが読込まれると、各種構造図⽣成メニューや
「構造図⾯⽣成マネージャー」などが活性化されます。確確認認データ読込み＞⾃動⽣成モードへ切り替え44

※eGenデータが読込まれると⾃動⽣成モードに切り替わります。 ※eGenファイルを開く前の
[図⾯⽣成] メニュー
（CADモード）

※eGenファイルを開いた後の
[図⾯⽣成] メニュー
（⾃動⽣成モード）

a. eGenファイルから⾃動⽣成する場合
Drawingを起動するとCADモードにて新規ファイルが開いている状態です。そのまま「eGenファイルを開く」を選択してください。
新規ファイルが開いていない場合は、[ファイル]＞[新規作成]から「mcad.mdwt」を開いてから始めてください。

[図⾯⽣成]>[eGenファイルを開く]     
選択11

[ファイル]＞[名前を付けて保存]55
※名前を付けて保存後も頻繁に「上書き保存」することを
お勧めします。

CADモード ⾃動⽣成モードDrawing に eGen ファイルを読み込むには2つの⽅法があります。
Drawing メニューから eGen ファイルを読込む⽅法と、
eGen メニューから Drawing を起動して読み込む⽅法です。

10  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



2.1 ファイルの読込み

eGenファイルを選択し、
ダブルクリック33開きたいeGenファイルを

検索22

よく使⽤するフォルダーを
ここに登録できます。

選択したeGenファイル名、サイズ、
作成⽇、バージョンが表⽰されます。

eGenデータが読込まれると、各種構造図⽣成メニューや
「構造図⾯⽣成マネージャー」などが活性化されます。確確認認データ読込み＞⾃動⽣成モードへ切り替え44

※eGenデータが読込まれると⾃動⽣成モードに切り替わります。 ※eGenファイルを開く前の
[図⾯⽣成] メニュー
（CADモード）

※eGenファイルを開いた後の
[図⾯⽣成] メニュー
（⾃動⽣成モード）

a. eGenファイルから⾃動⽣成する場合
Drawingを起動するとCADモードにて新規ファイルが開いている状態です。そのまま「eGenファイルを開く」を選択してください。
新規ファイルが開いていない場合は、[ファイル]＞[新規作成]から「mcad.mdwt」を開いてから始めてください。

[図⾯⽣成]>[eGenファイルを開く]     
選択11

[ファイル]＞[名前を付けて保存]55
※名前を付けて保存後も頻繁に「上書き保存」することを
お勧めします。

CADモード ⾃動⽣成モードDrawing に eGen ファイルを読み込むには2つの⽅法があります。
Drawing メニューから eGen ファイルを読込む⽅法と、
eGen メニューから Drawing を起動して読み込む⽅法です。

2.1 ファイルの読込み

midas eGen.exe

×

midas eGen を起動11

ナビゲーションを閉じる22

新規プロジェクトを開く33

b. ST-Bridge形式ファイルから⾃動⽣成する場合

他社の⼀貫構造計算のデータ（ST-Bridge形式ファイル）はeGenファイルにデータ変換が必要です。
ここでは eGen に ST-Bridge形式ファイルを読み込み、
eGen ファイルとして保存してから Drawing に読み込む⽅法を紹介します。
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2.1 ファイルの読込み

Point

ST-BridgeやCSVファイルを読込ん
でDrawingで構造図を⽣成するこ
とが可能です。
ST-Bridge

・BUILD.⼀貫（構造ソフト）
・BUS-6（構造システム）
・SS7（ユニオンシステム）
・SEIN（NTTファシリティーズ）等
CSV
・SS3（ユニオンシステム）

ST-Bridge（*.stb）ファイル読込み44

ファイル形式の変更
ST-Bridge（V1.4）に変更55

[ＯＫ] をクリック77

ST-Bridgeファイルの選択66

読込み確認
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2.1 ファイルの読込み

Point

ST-BridgeやCSVファイルを読込ん
でDrawingで構造図を⽣成するこ
とが可能です。
ST-Bridge

・BUILD.⼀貫（構造ソフト）
・BUS-6（構造システム）
・SS7（ユニオンシステム）
・SEIN（NTTファシリティーズ）等
CSV
・SS3（ユニオンシステム）

ST-Bridge（*.stb）ファイル読込み44

ファイル形式の変更
ST-Bridge（V1.4）に変更55

[ＯＫ] をクリック77

ST-Bridgeファイルの選択66

読込み確認

2.1 ファイルの読込み

Point

midas eGenファイルの拡張⼦は
[jmeb]です。

プロジェクトを保存88

Drawing を実⾏
[情報＞ナビゲーション＞Drawing実⾏]99

eGenメニューの“Drawingを実⾏“を実⾏すると、
eGenファイルを読込んだ状態でDrawingが起動します。
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⾃動⽣成モード

2.2 伏図を生成

ここでは、⾃動⽣成の流れを学習します。

①midas eGen ファイルを読込む
eGenにてグルーピングが未設定だと部材符号は出⼒されません。

・構造図⾯⽣成マネージャー︓構造図の⽣成設定が可能です。

②伏図を⾃動⽣成します。

③ ⾃動⽣成モードに配置
⽣成した伏図を⾃動⽣成モードに配置します。

④ レイアウトを調整
図⾯枠内の位置や⼨法線位置などレイアウトを調整します。

⑤ CADモードに図⾯枠と⽣成図を配置
⾃動⽣成時に指定した図⾯枠と共に配置されます。

⑥ リタッチ
eGenに情報の無い敷地境界線や階段、その他図⾯に必要な情報を
CAD機能を使って追記します。

⑦構造図⾯の完成
連続出⼒機能により、⼀括出⼒が可能です。

① eGenファイル読込み

⑥ リタッチ

② 伏図⾃動⽣成

⑦ 図⾯完成

伏図⾃動⽣成-作業フロー

構造図⾯⽣成マネージャー

CADモード

⑤ 図⾯枠と図を配置

④ レイアウト調整

①図⾯を⽣成する前に登録が必要ですが、 サンプルをお使いいただくと
登録しなくても図⾯の⽣成は可能です。

②ご⾃⾝の図⾯スタイルに設定したい場合は、こちらを編集してください。

伏図 ⾃動⽣成-事前準備

CADモード

①図⾯枠の登録

オプションテンプレート

②伏軸図⾯オプションテンプレートを設定

③ ⽣成図を配置
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2.2 伏図を生成

伏図を⽣成22

※伏図・軸組図を⽣成するための情報をDrawingデータに変換します。

伏図を⾃動⽣成するため、
eGenファイルをDrawingデータに変換33

データ変換が終了すると、伏図⽣成のダイアログが表⽰されます。
⽣成したい図にチェックを⼊れて、OKボタンをクリック

⾃動⽣成するスタイルを設定した「伏軸図⾯オプションテンプレート」を指定します11
※⽂字がオレンジ⾊になっているテンプレートのスタイルを使⽤して⾃動⽣成します。

⾃動⽣成モード

[図⾯⽣成]＞[伏図を⽣成]選択

⽣成したい図⾯を選択44

Step1 ⽣成する伏図の階を指定
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2.2 伏図を生成

伏図を⽣成22

※伏図・軸組図を⽣成するための情報をDrawingデータに変換します。

伏図を⾃動⽣成するため、
eGenファイルをDrawingデータに変換33

データ変換が終了すると、伏図⽣成のダイアログが表⽰されます。
⽣成したい図にチェックを⼊れて、OKボタンをクリック

⾃動⽣成するスタイルを設定した「伏軸図⾯オプションテンプレート」を指定します11
※⽂字がオレンジ⾊になっているテンプレートのスタイルを使⽤して⾃動⽣成します。

⾃動⽣成モード

[図⾯⽣成]＞[伏図を⽣成]選択

⽣成したい図⾯を選択44

Step1 ⽣成する伏図の階を指定

2.2 伏図を生成

図⾯名11
※eGenレベル名称の情報を反映しています。
「F」はDrawingにて「階」に⾃動変換されます。
⾃動⽣成前に上記ダイアログにて図⾯名を
変更することも可能です。

◎eGen＞メニュー＞[情報]＞[層別情報]

◎メニュー＞[図⾯⽣成]＞[伏図を⽣成]

基準 FL22
※eGen層名称の情報を⽤いているか確認できます。
Drawingでは変更出来ません。

切断位置33
※このレベルで切断された部材の断⾯を切断線として
⽣成します。(主に柱・壁・鉛直ブレース)
基準FLから切断⾯までの⾼さをメートル単位で設定します。
Drawingの基準値は1.5メートルです。

可視深さ44
※可視深さに⼊った断⾯以外の部材を陰線として
⽣成します。(主に梁・スラブ・下階柱,壁)
切断位置から下⽅向へ範囲を設定します。
Drawingの基準値は3mです。

⾃動⽣成イメージ図 (3F伏図)

縮尺55
※任意の縮尺で⾃動⽣成します。
1:100、1/100など、表⽰⽅法も選択できます。
縮尺リストにて縮尺を追加することも可能です。

図⾯枠66
※図⾯枠を指定すると、表題欄を意識した作図可能領域と
⽤紙サイズが同時に配置されます。
図⾯枠の登録⽅法は「基本操作偏-図⾯枠」をご覧下さい。

11 33 55 664422

11 22

33
44

77

OK77
※ダイアログを閉じると、伏図の⾃動⽣成が始まります。

⾃動⽣成モード
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2.2 伏図を生成

プログレスバーが動いている間は、
図の⾃動⽣成中ですので、
プレビューが出るまで、キーボードを押したり
マウス操作をしないでください。

注注意意

挿⼊起点を指定11
※配置したい作業空間内の位置をクリックまたは、座標を⼊⼒。
何もせずに「Enter」を押すと、0,0に配置されます。

配列間隔を指定22
※⽤紙の配列間隔を指定します。例）「A3間隔(A3)」をクリック。

⾃動⽣成モード

※⽤紙の間隔を空けたい場合は、
マウスを右へスライドさせて左クリックすると、
スライドさせた距離分が、⽤紙の空き間隔となります。

Step2 ⾃動⽣成モードに配置
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2.2 伏図を生成

プログレスバーが動いている間は、
図の⾃動⽣成中ですので、
プレビューが出るまで、キーボードを押したり
マウス操作をしないでください。

注注意意

挿⼊起点を指定11
※配置したい作業空間内の位置をクリックまたは、座標を⼊⼒。
何もせずに「Enter」を押すと、0,0に配置されます。

配列間隔を指定22
※⽤紙の配列間隔を指定します。例）「A3間隔(A3)」をクリック。

⾃動⽣成モード

※⽤紙の間隔を空けたい場合は、
マウスを右へスライドさせて左クリックすると、
スライドさせた距離分が、⽤紙の空き間隔となります。

Step2 ⾃動⽣成モードに配置

2.2 伏図を生成

例︓⽤紙サイズをA3、縮尺を1:75で⽣成

レイアウト調整しても作図領域からはみ出してしまう場合、
縮尺を変更してもう⼀度⾃動⽣成します。PPooiinntt

A3 / 1:75

作図領域

⽤紙枠

⾃動⽣成した図を削除したい場合は、「ツリーメニューから削除したい図」を選択＞
右クリック＞[削除]をクリック。複数枚同時選択も可能です。PPooiinntt

⾃動⽣成モード
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2.2 伏図を生成

レイアウト調整とは、作図領域に⾃動⽣成した図が収まるように⼨法やバブルの位置を修正したり、重なったり不要な⽂字や⼨法を
移動させたり⾮表⽰設定にして、⾒やすい図にすることです。詳しい調整の仕⽅は、「2.3.基本操作編-レイアウト」をご覧下さい。
そして、この調整をしておくと、調整したものをテンプレートとして指定し、2つ⽬以降の変更eGenモデルで⽣成したものは同じ調整が不要
になります。

凡例を移動33
※作図領域からはみ出している凡例を
移動コマンドを使って作図領域内へ移動
させます。

⼨法、バブルをストレッチ11
※ご⾃⾝の間隔に合わせてストレッチします。 ※移動コマンドやプロパティの「ブロック位置」から選択を⾏います。

⽂字や⼨法を位置移動、⼨法を⾮表⽰22

※⾮表⽰にしたい場合は、オブジェクトを
選択し、[プロパティ]＞[表⽰の有無]＞
[表⽰しない]を選択してください。

⾃動⽣成モードStep3 レイアウト調整
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2.2 伏図を生成

レイアウト調整とは、作図領域に⾃動⽣成した図が収まるように⼨法やバブルの位置を修正したり、重なったり不要な⽂字や⼨法を
移動させたり⾮表⽰設定にして、⾒やすい図にすることです。詳しい調整の仕⽅は、「2.3.基本操作編-レイアウト」をご覧下さい。
そして、この調整をしておくと、調整したものをテンプレートとして指定し、2つ⽬以降の変更eGenモデルで⽣成したものは同じ調整が不要
になります。

凡例を移動33
※作図領域からはみ出している凡例を
移動コマンドを使って作図領域内へ移動
させます。

⼨法、バブルをストレッチ11
※ご⾃⾝の間隔に合わせてストレッチします。 ※移動コマンドやプロパティの「ブロック位置」から選択を⾏います。

⽂字や⼨法を位置移動、⼨法を⾮表⽰22

※⾮表⽰にしたい場合は、オブジェクトを
選択し、[プロパティ]＞[表⽰の有無]＞
[表⽰しない]を選択してください。

⾃動⽣成モードStep3 レイアウト調整

2.2 伏図を生成

⾃動⽣成した図をCADモードに配置することにより、図⾯枠を配置し、CAD機能を使⽤して⾃由に追記し、印刷することが可能です。
また、内部参照を使⽤することで、今後設計変更した場合、設計変更eGenモデルで⾃動⽣成したものへ簡単に更新できます。
（⾃動⽣成図⾯の更新）

[メニュー]＞[ウィンドウ]＞[CADモード]

⾃動⽣成モードからCADモードへ切り替え11 ⾃動⽣成した図をCADモードに配置22
※配置したい⾃動⽣成図をドラッグ&ドロップ。
複数の図⾯を同時に配置することも可能です。
その場合の配置位置は、⾃動⽣成モードの
配置間隔が適⽤されます。

挿⼊点を指定33 内部参照とはPPooiinntt
※⾃動⽣成モードにある図をCADモードに表⽰している状態です。
そのため、どのような修正も出来ません。
部材名の移動などの修正をしたい場合は、⾃動⽣成モードに戻って⾏います。

注）⾃動⽣成図をDWGファイルに書き出す場合は、挿⼊点を指定する前に
[内部参照＝なし]を選択してください。

※挿⼊点を指定時、初期値は
「内部参照=なし」「図⾯枠=あり」の設定になっています。

・内部参照にする場合は、[内部参照=あり]を選択
・図⾯枠を⼀緒に配置したくない場合は[図⾯枠=なし]を選択

CADモード⾃動⽣成モードStep4 CADモードに配置
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2.2 伏図を生成

eGenに情報のない敷地境界線や階段、その他図⾯に必要な情報をCAD機能を使って仕上げていきます。
詳しくはヘルプページ[F1キー]をご覧下さい。

⾃動⽣成されない情報を追記する11

図⾯完成︕

※eGenファイルに情報のない階段や開⼝、開⼝補強筋、設備基礎、よう壁、敷地境界線などを
線分コマンドを利⽤してリタッチ（追記）します。

※階段、EV開⼝、中⼼線、壁開⼝⼨法などをリタッチ（追記）しました。

CADモード

※図⾯完成後には印刷や、dwg/dxfへの書き出しが可能です。

※図⾯番号をダブルクリックすると
調整が可能になります。

図⾯番号を調整する22

Step5 リタッチ
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2.2 伏図を生成

eGenに情報のない敷地境界線や階段、その他図⾯に必要な情報をCAD機能を使って仕上げていきます。
詳しくはヘルプページ[F1キー]をご覧下さい。

⾃動⽣成されない情報を追記する11

図⾯完成︕

※eGenファイルに情報のない階段や開⼝、開⼝補強筋、設備基礎、よう壁、敷地境界線などを
線分コマンドを利⽤してリタッチ（追記）します。

※階段、EV開⼝、中⼼線、壁開⼝⼨法などをリタッチ（追記）しました。

CADモード

※図⾯完成後には印刷や、dwg/dxfへの書き出しが可能です。

※図⾯番号をダブルクリックすると
調整が可能になります。

図⾯番号を調整する22

Step5 リタッチ

2.3 軸組図を生成

⾃動⽣成モード
①midas eGen ファイルを読み込む

eGenにてグルーピングが未設定だと部材符号は出⼒されません。

・構造図⾯⽣成マネージャー︓構造図の⽣成設定が可能です。

②軸組図を⾃動⽣成します。

③ ⽣成した軸組図を⾃動⽣成モードに配置します。

④ レイアウト調整
図⾯枠内の位置や⼨法線位置などレイアウトを調整します。

⑤ CADモードに⽣成図を配置
⾃動⽣成時に指定した図⾯枠と共に配置されます。

⑥ リタッチ
eGenに情報のない敷地境界線や階段、その他図⾯に必要な情報を
CAD機能を使って追記します。

⑦構造図⾯の完成
連続出⼒機能により、⼀括出⼒が可能です。

① eGenファイル読込み

⑥ リタッチ

② 軸組図⾃動⽣成

⑦ 図⾯完成

軸組図⾃動⽣成-作業フロー

構造図⾯⽣成マネージャー

CADモード

⑤ 図⾯枠と図を配置

④ レイアウトを調整

①図⾯を⽣成する前に登録が必要ですが、 サンプルをお使いいただくと
登録しなくても図⾯の⽣成は可能です。

②ご⾃⾝の図⾯スタイルに設定したい場合に、こちらを編集してください。

軸組図 ⾃動⽣成-事前準備

CADモード

①図⾯枠の登録

オプションテンプレート

②伏軸図⾯オプションテンプレートを設定

③ ⽣成図を配置
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データ変換が終了すると、軸組図⽣成のダイアログが表⽰されます。

2.3 軸組図を生成

eGenファイルを読込んだmdwgファイルを使い、軸組図を⾃動⽣成する⽅法を学習します。

※伏図・軸組図を⽣成するための情報をDrawingデータに変換します。

軸組図を⾃動⽣成するため、
eGenファイルをDrawingデータに変換します。33

⾃動⽣成するスタイルを設定した「伏軸図⾯オプションテンプレート」を指定します11
※⽂字がオレンジ⾊になっているテンプレートのスタイルを使⽤して⾃動⽣成します。

[メニュー]＞[図⾯⽣成]＞
[軸組図を⽣成]選択22

⾃動⽣成モードStep1 ⽣成する軸組図の軸を指定
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データ変換が終了すると、軸組図⽣成のダイアログが表⽰されます。

2.3 軸組図を生成

eGenファイルを読込んだmdwgファイルを使い、軸組図を⾃動⽣成する⽅法を学習します。

※伏図・軸組図を⽣成するための情報をDrawingデータに変換します。

軸組図を⾃動⽣成するため、
eGenファイルをDrawingデータに変換します。33

⾃動⽣成するスタイルを設定した「伏軸図⾯オプションテンプレート」を指定します11
※⽂字がオレンジ⾊になっているテンプレートのスタイルを使⽤して⾃動⽣成します。

[メニュー]＞[図⾯⽣成]＞
[軸組図を⽣成]選択22

⾃動⽣成モードStep1 ⽣成する軸組図の軸を指定

2.3 軸組図を生成

図⾯名11
※eGenフレームの情報を反映しています。
フレーム名の後にDrawingにて「軸組図」と⾃動で付与されます。
⾃動⽣成前に上記ダイアログにて図⾯名を変更することも可能です。

◎eGen＞ツリーメニュー＞
「グルーピング」＞「フレーム」

◎メニュー＞[図⾯⽣成]＞[軸組図・断⾯図を⽣成]＞[軸組図を⽣成]

通り名称22
※eGenからどのフレーム情報を⽤いているか確認できます。
Drawingでは変更出来ませんので、eGenのフレーム編集機能で変更してください。

切断位置33
※この位置で切断または断⾯と捉えた部材を切断線として⽣成します。
通り名称から切断⾯までの位置をメートル単位で設定します。
Drawingの基準値は⼀番幅広の部材端部+1メートルです。

可視深さ44
※eGenでフレームとしてグルーピングされた部材を⽣成します。
切断位置からマイナス⽅向へ範囲を設定します。
Drawingの基準値はグルーピングされた⼀番幅広の部材の端部+1mです。
eGen上でフレームとしてグルーピングされた部材がすべて含まれるよう、
Drawingが⾃動で位置を決めています。

⾃動⽣成イメージ図 (X2軸組図)

縮尺55
※任意の縮尺で⾃動⽣成します。
1:100、1/100など、表⽰⽅法も選択できます。
縮尺リストにて縮尺を追加することも可能です。

図⾯枠66
※図⾯枠を指定すると、表題欄を意識した作図可能領域と
⽤紙サイズが同時に配置されます。

11 33 55 664422

⾃動⽣成モード
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2.3 軸組図を生成

プログレッションバーが動いている間は、
図の⾃動⽣成中ですので、
プレビューが出るまで、キーボードを押したり
マウス操作をしないでください。

注注意意

挿⼊起点を指定11
※配置したい作業空間内の位置をクリックまたは、座標を⼊⼒。
何もせずに「Enter」を押すと、0,0に配置されます。

配列間隔を指定22

⾃動⽣成モード

※⽤紙の配列間隔を指定します。例）「A3間隔(A3)」をクリック。

※⽤紙の間隔を空けたい場合は、
マウスを右へスライドさせて左クリックすると、
スライドさせた距離分が、⽤紙の空き間隔となります。

Step2 ⾃動⽣成モードに配置
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2.3 軸組図を生成

プログレッションバーが動いている間は、
図の⾃動⽣成中ですので、
プレビューが出るまで、キーボードを押したり
マウス操作をしないでください。

注注意意

挿⼊起点を指定11
※配置したい作業空間内の位置をクリックまたは、座標を⼊⼒。
何もせずに「Enter」を押すと、0,0に配置されます。

配列間隔を指定22

⾃動⽣成モード

※⽤紙の配列間隔を指定します。例）「A3間隔(A3)」をクリック。

※⽤紙の間隔を空けたい場合は、
マウスを右へスライドさせて左クリックすると、
スライドさせた距離分が、⽤紙の空き間隔となります。

Step2 ⾃動⽣成モードに配置

2.3 軸組図を生成

例︓縮尺を1:75、⽤紙サイズをA3で⽣成

A3 / 1:75

⾃動⽣成した図を削除したい場合は、ツリーメニューから削除したい図を選択＞
[削除]をクリック。複数枚選択も可能です。PPooiinntt

作図領域

⽤紙枠

レイアウト調整しても作図領域からはみ出してしまう場合、
縮尺を変更してもう⼀度⾃動⽣成します。PPooiinntt

⾃動⽣成モード
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2.3 軸組図を生成

レイアウト調整とは、作図領域に⾃動⽣成した図が収まるように⼨法やバブルの位置を修正したり、重なったり不要な⽂字や⼨法を
移動させたり⾮表⽰設定にして、⾒やすい図にすることです。詳しい調整の仕⽅は、「基本操作編-レイアウト」をご覧下さい。
そして、この調整をしておくと、調整したものをテンプレートとして指定し、2つ⽬以降の変更eGenモデルで⽣成したものは同じ調整が
不要になります。

タイトルを移動33
※⼨法を伸ばすため、タイトルを移動します。

⼨法、バブルをストレッチ22

※移動コマンドまたはプロパティの「ブロック位置」から選択

重なっている⽂字を移動または⾮表⽰11

※⽂字の位置を変更したい場合は、
プロパティから「ブロック位置」を指定するか
移動コマンドで移動してください。

⾃動⽣成モードStep3 レイアウト調整
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2.3 軸組図を生成

レイアウト調整とは、作図領域に⾃動⽣成した図が収まるように⼨法やバブルの位置を修正したり、重なったり不要な⽂字や⼨法を
移動させたり⾮表⽰設定にして、⾒やすい図にすることです。詳しい調整の仕⽅は、「基本操作編-レイアウト」をご覧下さい。
そして、この調整をしておくと、調整したものをテンプレートとして指定し、2つ⽬以降の変更eGenモデルで⽣成したものは同じ調整が
不要になります。

タイトルを移動33
※⼨法を伸ばすため、タイトルを移動します。

⼨法、バブルをストレッチ22

※移動コマンドまたはプロパティの「ブロック位置」から選択

重なっている⽂字を移動または⾮表⽰11

※⽂字の位置を変更したい場合は、
プロパティから「ブロック位置」を指定するか
移動コマンドで移動してください。

⾃動⽣成モードStep3 レイアウト調整

※⾃動⽣成モードにある図をCADモードに表⽰している状態です。
そのため、どのような修正も出来ません。
部材名の移動などの修正をしたい場合は、⾃動⽣成モードに戻って⾏います。

注）⾃動⽣成図をDWGファイルに書き出す場合は、挿⼊点を指定する前に
[内部参照＝なし]を選択してください。

2.3 軸組図を生成

⾃動⽣成した図をCADモードに配置することにより、図⾯枠を配置し、CAD機能を使⽤して⾃由に追記し、印刷することが可能です。
また、内部参照を使⽤することで、今後設計変更した場合、設計変更eGenモデルで⾃動⽣成したものへ簡単に更新できます。
（⾃動⽣成図⾯の更新）

※[メニュー]＞[ウィンドウ]＞[CADモード]

⾃動⽣成モードからCADモードへ切り替え11
※配置したい⾃動⽣成図をドラッグ&ドロップ。
複数の図⾯を同時に配置することも可能です。
その場合の配置位置は、⾃動⽣成モードの
配置間隔が適⽤されます。

※挿⼊点を指定時、初期値は
「内部参照=なし」「図⾯枠=あり」の設定になっています。

・内部参照にする場合は、[内部参照=あり]を選択
・図⾯枠を⼀緒に配置したくない場合は[図⾯枠=なし]を選択

挿⼊点を指定33 内部参照とはPPooiinntt

CADモード⾃動⽣成モード

⾃動⽣成した図をCADモードに配置22

Step4 CADモードに配置
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2.3 軸組図を生成

eGenに情報のない敷地境界線や階段、その他図⾯に必要な情報をCAD機能を使って仕上げていきます。
詳しくはヘルプページ[F1キー]をご覧下さい。

⾃動⽣成されない情報を追記する11
※eGenファイルに情報のない階段や開⼝、開⼝補強筋、設備基礎、よう壁、敷地境界線などを
線分コマンドを使⽤してリタッチ（追記）します。

※開⼝をリタッチ（追記）しました。

CADモード

図⾯完成︕

※図⾯完成後には印刷や、dwg/dxfへの書き出しが可能です。

※図⾯番号をダブルクリックすると
調整が可能になります。

図⾯番号を調整する22

Step5 リタッチ
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2.3 軸組図を生成

eGenに情報のない敷地境界線や階段、その他図⾯に必要な情報をCAD機能を使って仕上げていきます。
詳しくはヘルプページ[F1キー]をご覧下さい。

⾃動⽣成されない情報を追記する11
※eGenファイルに情報のない階段や開⼝、開⼝補強筋、設備基礎、よう壁、敷地境界線などを
線分コマンドを使⽤してリタッチ（追記）します。

※開⼝をリタッチ（追記）しました。

CADモード

図⾯完成︕

※図⾯完成後には印刷や、dwg/dxfへの書き出しが可能です。

※図⾯番号をダブルクリックすると
調整が可能になります。

図⾯番号を調整する22

Step5 リタッチ

2.4 断面図を生成

⾃動⽣成モード
①midas eGen ファイルを読み込む

eGenにてグルーピングが未設定だと部材符号は出⼒されません。

②断⾯図は伏図を使⽤して⾃動⽣成するため、まず伏図を⽣成します。

・構造図⾯⽣成マネージャー︓構造図の⽣成設定が可能です。

③伏図から断⾯位置を指定し、断⾯図を⾃動⽣成します。

④ レイアウト調整
図⾯枠内の位置や⼨法線位置などレイアウトを調整します。

⑤ CADモードに⽣成図を配置
⾃動⽣成時に指定した図⾯枠と共に配置されます。

⑥ リタッチ
eGenに情報の無い敷地境界線や階段、その他図⾯に必要な情報を
CAD機能を使って追記します。

⑦構造図⾯の完成
連続出⼒機能により、⼀括出⼒が可能です。

① eGenファイル読込み

⑥ リタッチ

② 伏図⾃動⽣成、⽣成図を配置

⑦ 図⾯完成

断⾯図⾃動⽣成-作業フロー

構造図⾯⽣成マネージャー

CADモード

⑤ 図⾯枠と図を配置

④ レイアウトを調整

①図⾯を⽣成する前に登録が必要ですが、 サンプルをお使いいただくと
登録しなくても図⾯の⽣成は可能です。

②ご⾃⾝の図⾯スタイルに設定したい場合に、こちらを編集してください。

断⾯図 ⾃動⽣成-事前準備

CADモード

①図⾯枠の登録

オプションテンプレート

②伏軸図⾯オプションテンプレートを設定

③ 断⾯図⾃動⽣成
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2.4 断面図を生成

コマンドウィンドウ︓
「断⾯図の名称」を⼊⼒

22

※断⾯図の名称を⼊⼒します。
この時「○-○ʻ断⾯図」のように、
半⾓のハイフンとダッシュが必要です。
例) a-aʼ断⾯図 、Y1-Y1ʼ など

断⾯図は、⾃動⽣成した伏図を⽤いて⽣成するため、先に「伏図の⽣成」をご覧下さい。

構造断⾯図

メニュー︓[図⾯⽣成]＞
[軸組図・断⾯図を⽣成]＞
[構造断⾯図を⽣成]

11

⾃動⽣成した伏図から切断位置と切断範囲を指定33
※⼀般階伏図と基礎伏図から⽣成出来ます。縮尺と図⾯枠は⽣成に使⽤した伏図と同様のものを使⽤します。
※⽣成モデルは、[eGenファイルを開く]＞eGenファイルマネージャーの「作図」にチェックが⼊っているeGenファイルです。
※切断位置はクランクさせたり、斜めにするなど⾃由に設定出来ます。

例例））33階階伏伏図図 11::110000

※②で⼊⼒した名称が反映され、
③で使⽤した伏図と、同様の縮尺と
図⾯枠で⽣成されます。

▲切断位置

▲
可
視
⽅
向
及
び

切
断
範
囲

⾃動⽣成モード

※「作図」にチェックが⼊っている
eGenファイルを使⽤して作成します。

2

3

開始点 次の点+
Enter

切断範囲点
(終点)

1
開始点

2
次の点

3
次の点

4
次の点+
Enter

5

切断範囲点
（終点）

1

Step1 断⾯図⽣成のための切断位置を指定
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2.4 断面図を生成

コマンドウィンドウ︓
「断⾯図の名称」を⼊⼒

22

※断⾯図の名称を⼊⼒します。
この時「○-○ʻ断⾯図」のように、
半⾓のハイフンとダッシュが必要です。
例) a-aʼ断⾯図 、Y1-Y1ʼ など

断⾯図は、⾃動⽣成した伏図を⽤いて⽣成するため、先に「伏図の⽣成」をご覧下さい。

構造断⾯図

メニュー︓[図⾯⽣成]＞
[軸組図・断⾯図を⽣成]＞
[構造断⾯図を⽣成]

11

⾃動⽣成した伏図から切断位置と切断範囲を指定33
※⼀般階伏図と基礎伏図から⽣成出来ます。縮尺と図⾯枠は⽣成に使⽤した伏図と同様のものを使⽤します。
※⽣成モデルは、[eGenファイルを開く]＞eGenファイルマネージャーの「作図」にチェックが⼊っているeGenファイルです。
※切断位置はクランクさせたり、斜めにするなど⾃由に設定出来ます。

例例））33階階伏伏図図 11::110000

※②で⼊⼒した名称が反映され、
③で使⽤した伏図と、同様の縮尺と
図⾯枠で⽣成されます。

▲切断位置

▲
可
視
⽅
向
及
び

切
断
範
囲

⾃動⽣成モード

※「作図」にチェックが⼊っている
eGenファイルを使⽤して作成します。

2

3

開始点 次の点+
Enter

切断範囲点
(終点)

1
開始点

2
次の点

3
次の点

4
次の点+
Enter

5

切断範囲点
（終点）

1

Step1 断⾯図⽣成のための切断位置を指定

※この記号は、断⾯図が⽣成されると伏図に⾃動⽣成されます。

2.4 断面図を生成

■断⾯位置での⽣成の違い

※切断位置でオブジェクトを切断していない
場合は、切断範囲に⼊っている部材のみ
⽣成されます。

※切断位置で切られたオブジェクトの断⾯と、
切断範囲に⼊っている部材が⽣成されます。

断⾯切断記号補補足足

⾃動⽣成モード

※断⾯図は、切断位置と切断範囲を指定して⾃動⽣成するため、切る位置や⽅向によって⽣成される図が異なります。

※A-Aʼ断⾯と同じ外⾯の断⾯図ですが、
切断位置で切断されているオブジェクトがあ
るため、切断された断⾯と、切断範囲に⼊っ
ている部材が⽣成されます。
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2.4 断面図を生成

プログレッションバーが動いている間は、
図の⾃動⽣成中ですので、
プレビューが出るまで、キーボードを押したり
マウス操作をしないでください。

注注意意

挿⼊起点を指定11
※配置したい作業空間内の位置をクリック
または座標を⼊⼒。
何もせずに「Enter」を押すと、0,0に配置されます。

⾃動⽣成モード

⾃動⽣成した図を削除したい場合は、
「ツリーメニューから削除したい図」を選択＞
[削除]をクリック。複数枚選択も可能です。

PPooiinntt

Step2 CADモードに配置
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2.4 断面図を生成

プログレッションバーが動いている間は、
図の⾃動⽣成中ですので、
プレビューが出るまで、キーボードを押したり
マウス操作をしないでください。

注注意意

挿⼊起点を指定11
※配置したい作業空間内の位置をクリック
または座標を⼊⼒。
何もせずに「Enter」を押すと、0,0に配置されます。

⾃動⽣成モード

⾃動⽣成した図を削除したい場合は、
「ツリーメニューから削除したい図」を選択＞
[削除]をクリック。複数枚選択も可能です。

PPooiinntt

Step2 CADモードに配置

レイアウト調整とは、作図領域に⾃動⽣成した図が収まるように⼨法やバブルの位置を修正したり、重なったり不要な⽂字や⼨法を
移動させたり⾮表⽰設定にして、⾒やすい図にすることです。詳しい調整の仕⽅は、「基本操作編-レイアウト」をご覧下さい。
そして、この調整をしておくと、調整したものをテンプレートとして指定し、2つ⽬以降の変更eGenモデルで⽣成したものは同じ調整が
不要になります。

2.4 断面図を生成

※プロパティから変更します。

開⼝線の線種の縮尺を変更11

⾃動⽣成モード

梁天端⽂字・多すぎる部材⼨法を⾮表⽰22

レベル名・タイトル・壁名称を移動33

Step3 レイアウト調整
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2.4 断面図を生成

※[メニュー]＞[ウィンドウ]＞[CADモード]

⾃動⽣成モードからCADモードへ切り替え11 ⾃動⽣成した図をCADモードに配置22
※配置したい⾃動⽣成図をドラッグ&ドロップ。
複数の図⾯を同時に配置することも可能です。
その場合の配置位置は、⾃動⽣成モードの
配置間隔が適⽤されます。

※挿⼊点を指定時、初期値は
「内部参照=あり」「図⾯枠=あり」の設定になっています。

・内部参照したくない場合は、[内部参照=なし]を選択
・図⾯枠を⼀緒に配置したくない場合は[図⾯枠=なし]を選択

挿⼊点を指定33 内部参照とはPPooiinntt

CADモード⾃動⽣成モード

⾃動⽣成した図をCADモードに配置することにより、図⾯枠を配置し、CAD機能を使⽤して⾃由に追記し、印刷することが可能です。
また、内部参照を使⽤することで、今後設計変更した場合、設計変更eGenモデルで⾃動⽣成したものへ簡単に更新できます。
（⾃動⽣成図⾯の更新）

※⾃動⽣成モードにある図をCADモードに表⽰している状態です。
そのため、どのような修正も出来ません。
部材名の移動などの修正をしたい場合は、⾃動⽣成モードに戻って⾏います。

注）⾃動⽣成図をDWGファイルに書き出す場合は、挿⼊点を指定する前に
[内部参照＝なし]を選択してください。

Step4 CADモードに配置
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2.4 断面図を生成

※[メニュー]＞[ウィンドウ]＞[CADモード]

⾃動⽣成モードからCADモードへ切り替え11 ⾃動⽣成した図をCADモードに配置22
※配置したい⾃動⽣成図をドラッグ&ドロップ。
複数の図⾯を同時に配置することも可能です。
その場合の配置位置は、⾃動⽣成モードの
配置間隔が適⽤されます。

※挿⼊点を指定時、初期値は
「内部参照=あり」「図⾯枠=あり」の設定になっています。

・内部参照したくない場合は、[内部参照=なし]を選択
・図⾯枠を⼀緒に配置したくない場合は[図⾯枠=なし]を選択

挿⼊点を指定33 内部参照とはPPooiinntt

CADモード⾃動⽣成モード

⾃動⽣成した図をCADモードに配置することにより、図⾯枠を配置し、CAD機能を使⽤して⾃由に追記し、印刷することが可能です。
また、内部参照を使⽤することで、今後設計変更した場合、設計変更eGenモデルで⾃動⽣成したものへ簡単に更新できます。
（⾃動⽣成図⾯の更新）

※⾃動⽣成モードにある図をCADモードに表⽰している状態です。
そのため、どのような修正も出来ません。
部材名の移動などの修正をしたい場合は、⾃動⽣成モードに戻って⾏います。

注）⾃動⽣成図をDWGファイルに書き出す場合は、挿⼊点を指定する前に
[内部参照＝なし]を選択してください。

Step4 CADモードに配置

2.4 断面図を生成

eGenに情報のない敷地境界線や階段、その他図⾯に必要な情報をCAD機能を使って仕上げていきます。
詳しくはヘルプページ[F1キー]をご覧下さい。

⾃動⽣成されない情報を追記する11
※eGenファイルに情報のない階段や開⼝、開⼝補強筋、よう壁、敷地境界線、躯体⼨法などを線分や

⻑さ⼨法コマンドを使⽤してリタッチ（追記）します。

※開⼝線をリタッチ（追記）しました。

CADモード

図⾯完成︕

※図⾯完成後には印刷や、dwg/dxfへの書き出しが可能です。

※図⾯番号をダブルクリックすると
調整が可能になります。

図⾯番号を調整する22

Step5 リタッチ

https://jp.midasuser.com/building/egen/support/drawing.asp  l  37



38  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



2.5 部材リストを生成

⾃動⽣成モード
①midas eGen ファイルを読み込む

eGenにて配筋情報が未⼊⼒の場合、RC部材リストは出⼒されません。

・構造図⾯⽣成マネージャー︓構造図の⽣成設定が可能です。

②部材リストを⾃動⽣成します。

③ ⽣成した部材リストを⾃動⽣成モードに配置します。

④ CADモードに⽣成図を配置
⾃動⽣成時に指定した図⾯枠と共に配置されます。

⑤ リタッチ/レイアウトを調整
CAD機能を使って追記やレイアウトの調整をします。

⑥構造図⾯の完成
連続出⼒機能により、⼀括出⼒が可能です。

① eGenファイルの読込み

⑤ リタッチ/レイアウト

③ ⽣成図を配置

⑥ 図⾯完成

部材リスト⾃動⽣成-作業フロー

構造図⾯⽣成マネージャー

CADモード

④ 図⾯枠と図を配置

①図⾯を⽣成する前に登録が必要ですが、 サンプルをお使いいただくと
登録しなくても図⾯の⽣成は可能です。

②ご⾃⾝の図⾯スタイルに設定したい場合に、こちらを編集してください。

部材リスト ⾃動⽣成-事前準備

CADモード

①図⾯枠の登録

オプションテンプレート

②部材リストオプションテンプレートを設定

② 部材リストを⾃動⽣成
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2.5 部材リストを生成

eGenファイルを読込んだmdwgファイルを使い、部材リストを⾃動⽣成する⽅法を学習します。

[図⾯⽣成]＞[部材リストを⽣成]選択22

※図⾯の種類、縮尺、図⾯枠を決定します。

⽣成したいリストを選択33

⾃動⽣成するスタイルを設定した「部材リストオプションテンプレート」を指定します11
※⽂字がオレンジ⾊になっているテンプレートのスタイルを基に⾃動⽣成します。

⾃動⽣成モードStep1 部材リストの種類を指定
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2.5 部材リストを生成

eGenファイルを読込んだmdwgファイルを使い、部材リストを⾃動⽣成する⽅法を学習します。

[図⾯⽣成]＞[部材リストを⽣成]選択22

※図⾯の種類、縮尺、図⾯枠を決定します。

⽣成したいリストを選択33

⾃動⽣成するスタイルを設定した「部材リストオプションテンプレート」を指定します11
※⽂字がオレンジ⾊になっているテンプレートのスタイルを基に⾃動⽣成します。

⾃動⽣成モードStep1 部材リストの種類を指定

2.5 部材リストを生成

部材リストは、eGenの配筋情報を⽤いて⾃動⽣成します。

RC/Steel44
※RC/Steelと部材種類に分けて⾃動⽣成します。

◎メニュー＞[図⾯⽣成]＞[部材リストを⽣成]

図⾯の種類55
※部材ごとに図⾯を作成します。
eGen情報が⼊っている部材のみ⽣成することが可能です。

縮尺66
※任意の縮尺で⾃動⽣成します。
1:20、1/20など、表⽰⽅法も選択できます。
縮尺リストにて縮尺を追加することも可能です。

部材リストのスタイル77
※STYLE01は断⾯形式、STYLE02は表形式で
⾃動⽣成されます。詳しくは右記表をご覧下さい。

図⾯枠88
※図⾯枠を指定すると、表題欄を意識した作図可能領
域に収まるようにリストが配置されます。

44

66 887755

部材リストの
スタイル RC S

柱 断⾯形式 断⾯形式/表形式

⼤梁 断⾯形式 断⾯形式/表形式

⼩梁 断⾯形式 断⾯形式/表形式

地中梁 断⾯形式 ー

壁 断⾯形式 ー

スラブ 表形式(凡例有/無) ー

ブレース 断⾯形式 断⾯形式/表形式

独⽴基礎 断⾯形式 ー

布基礎 断⾯形式 ー

ベタ基礎 表形式 ー

杭基礎 断⾯形式 ー

現場打ち杭 断⾯形式 ー

既製杭 表形式 ー

鋼管杭 表形式 ー

デッキスラブ ー 表形式

継⼿部 ー 表形式

露出柱脚 ー 表形式
断⾯形式(例)

表形式(例)

⾃動⽣成モード

[OK]
選択99

44

66 887755

[OK]
選択99
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2.5 部材リストを生成

再度部材リストを⾃動⽣成する場合は⼗分にスペースを空けて⽣成してください注注意意

挿⼊起点を指定11
※配置したい作業空間内の位置をクリックまたは、座標を⼊⼒。
何もせずに「Enter」を押すと、0,0に配置されます。

⾃動⽣成モード

※部材リストは、作図領域と⽤紙枠が表⽰されません。
そのためCADモードに図⾯枠を⼀緒に配置するときに図⾯同⼠が重なってしまう場合があります。
◎⾃動⽣成モードにて左右の図を別々に⾃動⽣成した状態

◎CADモードにて「図⾯枠あり」で⼀緒に配置した状態

選択した部材リストが
⽣成されたことを確認22

※⾃動⽣成モードで離して⽣成したつもりでも、
CADモードに⼀緒に配置すると図⾯枠が
重なってしまう場合があります。
別々に⾃動⽣成した場合は、CADモードでも
別々にに配置することをお勧めします。

Step2 ⾃動⽣成モードに配置
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2.5 部材リストを生成

再度部材リストを⾃動⽣成する場合は⼗分にスペースを空けて⽣成してください注注意意

挿⼊起点を指定11
※配置したい作業空間内の位置をクリックまたは、座標を⼊⼒。
何もせずに「Enter」を押すと、0,0に配置されます。

⾃動⽣成モード

※部材リストは、作図領域と⽤紙枠が表⽰されません。
そのためCADモードに図⾯枠を⼀緒に配置するときに図⾯同⼠が重なってしまう場合があります。
◎⾃動⽣成モードにて左右の図を別々に⾃動⽣成した状態

◎CADモードにて「図⾯枠あり」で⼀緒に配置した状態

選択した部材リストが
⽣成されたことを確認22

※⾃動⽣成モードで離して⽣成したつもりでも、
CADモードに⼀緒に配置すると図⾯枠が
重なってしまう場合があります。
別々に⾃動⽣成した場合は、CADモードでも
別々にに配置することをお勧めします。

Step2 ⾃動⽣成モードに配置

2.5 部材リストを生成

⾃動⽣成した図をCADモードに配置すると同時に図⾯枠も配置します。
CAD機能を使⽤して⾃由にレイアウト調整や追記、印刷することが可能です。

※[メニュー]＞[ウィンドウ]＞[CADモード]

⾃動⽣成モードからCADモードへ切り替え11 ⾃動⽣成した図をCADモードに配置22
※配置したい⾃動⽣成図をドラッグ&ドロップ。
複数の図⾯を同時に配置することも可能です。
その場合の配置位置は、⾃動⽣成モードの
配置間隔が適⽤されます。

※挿⼊点を指定時、初期値は「図⾯枠=あり」となっています。
図⾯枠を⼀緒に配置したくない場合は[図⾯枠=なし]を選択してください。
※断⾯リストは伏軸図⾯のような内部参照の設定はありません。

挿⼊点を指定33

CADモード⾃動⽣成モードStep3 CADモードに配置
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2.5 部材リストを生成

Drawingでは部材種類毎にページを分けて⽣成するため、必要であれば空いたスペースに他の部材を移動してください。
縮尺領域と⼀緒に移動することで、タイトルにも部材名が⾃動で挿⼊されます。
そしてeGenに情報のない荷重部材や特記など、図⾯に必要な情報をCAD機能を使って仕上げていきます。
CAD機能についてはヘルプページ[F1キー]をご覧下さい。

部材リストを１枚にまとめる11

※壁とスラブの補強筋をダイナミック⽂字コマンドや
⻑⽅形コマンド、引き出し線コマンドを使⽤してリタッチ（追記）しました。

CADモード

eGenにない情報を追記22

図⾯完成︕
※図⾯完成後には印刷や、dwg/dxfへの書き出しが可能です。

※図⾯番号をダブルクリックすると調整が可能になります。

図⾯番号を調整する33

※縮尺領域に情報があるため、部材リストを移動させると
その図⾯枠にタイトルが⾃動で表⽰されます。

Step4 リタッチ
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2.5 部材リストを生成

Drawingでは部材種類毎にページを分けて⽣成するため、必要であれば空いたスペースに他の部材を移動してください。
縮尺領域と⼀緒に移動することで、タイトルにも部材名が⾃動で挿⼊されます。
そしてeGenに情報のない荷重部材や特記など、図⾯に必要な情報をCAD機能を使って仕上げていきます。
CAD機能についてはヘルプページ[F1キー]をご覧下さい。

部材リストを１枚にまとめる11

※壁とスラブの補強筋をダイナミック⽂字コマンドや
⻑⽅形コマンド、引き出し線コマンドを使⽤してリタッチ（追記）しました。

CADモード

eGenにない情報を追記22

図⾯完成︕
※図⾯完成後には印刷や、dwg/dxfへの書き出しが可能です。

※図⾯番号をダブルクリックすると調整が可能になります。

図⾯番号を調整する33

※縮尺領域に情報があるため、部材リストを移動させると
その図⾯枠にタイトルが⾃動で表⽰されます。

Step4 リタッチ
連続出⼒とは、特別な設定をしなくても、図⾯枠を認識して複数の図⾯を⼀度に印刷する機能です。

※連続出⼒

図⾯枠の情報を認識し、
⽤紙のサイズ・向き・縮尺の異なる図⾯でも、
⼀度に印刷できます。

2.6 印刷，CADファイル書き出し

印刷 –連続出⼒-
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印刷スタイル選択22
図⾯を出⼒するプリンター選択11

チェックを外す44 すべての設定後、
「OK」クリック

88[印刷領域]から
連続出⼒【図⾯枠指定＞】」選択

55

複数の図⾯を1つのPDFファイルに保存する場合は、
midas File Printerを選択してください。

⽤紙にフィットさせると、正しい縮尺になりません。

AutoCADの印刷スタイルテーブルも使⽤できます。
（⾊従属印刷スタイル テーブルCTB ファイルのみ）

⽤紙サイズ選択33

＊CADモードに配置した図⾯枠が選択できます。

「OK」クリック77

印刷する図⾯を選択66

2.6 印刷，CADファイル書き出し
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印刷スタイル選択22
図⾯を出⼒するプリンター選択11

チェックを外す44 すべての設定後、
「OK」クリック

88[印刷領域]から
連続出⼒【図⾯枠指定＞】」選択

55

複数の図⾯を1つのPDFファイルに保存する場合は、
midas File Printerを選択してください。

⽤紙にフィットさせると、正しい縮尺になりません。

AutoCADの印刷スタイルテーブルも使⽤できます。
（⾊従属印刷スタイル テーブルCTB ファイルのみ）

⽤紙サイズ選択33

＊CADモードに配置した図⾯枠が選択できます。

「OK」クリック77

印刷する図⾯を選択66

2.6 印刷，CADファイル書き出し

■現在のウィンドウを書き出し（ dwg , dxf ）

■Jw-CAD⽤ dxfファイルに書き出し

Jw-cad⽤に⽂字化けを最⼩限に抑えたdxfファイルへ書き出します。

対応するファイル形式
01. AutoCAD 2010 (*.dwg)
02. AutoCAD 2007 (*.dwg)
03. AutoCAD 2004 (*.dwg)
04. AutoCAD 2000 (*.dwg)
05. AutoCAD Release 14 (*.dwg)
06. AutoCAD 2010 ASCⅡ(*.dxf)
07. AutoCAD 2007 ASCⅡ(*.dxf)
08. AutoCAD 2004 ASCⅡ(*.dxf)
09. AutoCAD 2000 ASCⅡ(*.dxf)
10. AutoCAD Release 11/12 ASCⅡ(*.dxf)
11. Design Web Format (*.dwf)

dwgファイルあるいは dxfファイルへ書き出します。

2.6 印刷，CADファイル書き出し

CADファイルへ書き出し（ dwg , dxf ）
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3. 構造図⽣成の基本設定

3. 構造図⽣成の基本設定

3.1 図⾯枠の効⽤

3.2 図⾯枠の登録

3.3 オプション設定 - 伏図

3.4 オプション設定 - 軸組図

3.5 オプション設定 - 断⾯図

3.6 オプション設定 - 部材リスト

3.7 オプション設定 – 鉄筋記号グループの登録
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3.1 図面枠の効用（自動生成モード）

⽤紙

図⾯枠を利⽤すると、⾃動⽣成モードでは⽣成された作図領域内に図(縮尺領域)が納まっているか、⽤紙と図の位置関係が適切か、
などを確認できます。また、CADモードでは図を配置すると同時に図⾯枠が配置されます。
⽤紙と図の位置調整(レイアウト調整)は⾃動⽣成モードにて調整可能です。

伏図・軸組図の⾃動レイアウト

部材リスト⽣成時に図⾯枠を利⽤すると、作図領域に納まるように⾃動レイアウトされます。

作図領域 作図領域からはみ出す部材

作図領域に納まらない部材は次ページに⾃動レイアウトされます。

作図領域

部材リストの⾃動レイアウト

CADモード

⾃動⽣成モード

図(縮尺領域)

⾃動⽣成モード

※⽤紙と図(縮尺領域)の位置関係を調整(レイアウト調整)するには、
⽤紙のレイヤーを選択し、移動コマンドで移動してください。

表題欄
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3.1 図面枠の効用（自動生成モード）

⽤紙

図⾯枠を利⽤すると、⾃動⽣成モードでは⽣成された作図領域内に図(縮尺領域)が納まっているか、⽤紙と図の位置関係が適切か、
などを確認できます。また、CADモードでは図を配置すると同時に図⾯枠が配置されます。
⽤紙と図の位置調整(レイアウト調整)は⾃動⽣成モードにて調整可能です。

伏図・軸組図の⾃動レイアウト

部材リスト⽣成時に図⾯枠を利⽤すると、作図領域に納まるように⾃動レイアウトされます。

作図領域 作図領域からはみ出す部材

作図領域に納まらない部材は次ページに⾃動レイアウトされます。

作図領域

部材リストの⾃動レイアウト

CADモード

⾃動⽣成モード

図(縮尺領域)

⾃動⽣成モード

※⽤紙と図(縮尺領域)の位置関係を調整(レイアウト調整)するには、
⽤紙のレイヤーを選択し、移動コマンドで移動してください。

表題欄

3.1 図面枠の効用（CADモード）

仕様書や詳細図など⾃動⽣成以外の図を図⾯枠に配置することに
より図⾯を⼀括管理できます。

⾃動⽣成された図には、⽣成時に選択した図⾯枠が
図と同時に配置されます。

配置してある図⾯枠を認識して、図⾯リストを⾃動⽣成します。

特記仕様書 RC標準図 鉄⾻標準図 ボーリング柱状図

異なる縮尺、⽤紙向き、⽤紙サイズも⾃動で認識するため、特別な
設定が必要がありません。 また、⼀括で印刷・PDF化が可能です。

⾃動⽣成モード

CADモード

詳細図

図⾯枠⾃動配置 連続印刷

図⾯リストの⾃動⽣成 図⾯⼀括管理

CADモード
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3.2 図面枠の登録

STEP１．他のCADで作成された図⾯枠データ(DWG・DXFファイル)の読込み

「開く」クリック44

読み込む図⾯枠データを選択33

[ウィンドウ]
CADモードになっていることを確認11 [ファイル]＞「読込み」選択

コマンド︓IMPORT22

図⾯枠の登録では、DWG・DXF形式で作成された図⾯枠を midas Drawing に読込み、登録する⽅法を学習します。
プロジェクト名、図⾯名、縮尺などの情報が⾃動的に図⾯枠へ反映される”情報タグ”を設定すると、より⾼いパフォーマンスを発揮します。

■全５STEP

STEP１．図⾯枠データ(DWG・DXFファイル)の読込み

STEP２．情報タグを割り当てる

STEP３．図⾯枠の登録

STEP４．図⾯枠をホストファイルに登録

STEP５．図⾯枠を使⽤する

CADモード
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3.2 図面枠の登録

STEP１．他のCADで作成された図⾯枠データ(DWG・DXFファイル)の読込み

「開く」クリック44

読み込む図⾯枠データを選択33

[ウィンドウ]
CADモードになっていることを確認11 [ファイル]＞「読込み」選択

コマンド︓IMPORT22

図⾯枠の登録では、DWG・DXF形式で作成された図⾯枠を midas Drawing に読込み、登録する⽅法を学習します。
プロジェクト名、図⾯名、縮尺などの情報が⾃動的に図⾯枠へ反映される”情報タグ”を設定すると、より⾼いパフォーマンスを発揮します。

■全５STEP

STEP１．図⾯枠データ(DWG・DXFファイル)の読込み

STEP２．情報タグを割り当てる

STEP３．図⾯枠の登録

STEP４．図⾯枠をホストファイルに登録

STEP５．図⾯枠を使⽤する

CADモード

3.2 図面枠の登録

STEP２．情報タグを割り当てる

読み込んだ図⾯枠を確認１１

情報タグが正常に割り当てされた場合、
「□」と表⽰されます。

プロジェクト情報＞
「PI01:プロジェクト名」をドラッグ44

[後で⼊⼒(N)]クリック
または「N」を⼊⼒55

割り当て(「□」表⽰)を確認66

プロジェクト名をクリックして選択33

情報タグを割り当てると、eGenデータが持つ情報を図⾯枠に反映させることが出来ます。

読込んだ図⾯枠がブロックの場合、
[修正]＞[分解]してください。 コマンド︓EXPLODE

ツリーメニューから[情報タグ]を選択22

■■情情報報タタググをを付付与与すするる

図図面面枠枠情情報報＞＞

図図面面枠枠 番番号号 →→ ““110000””

図図面面枠枠 名名称称 →→ ““11FF伏伏図図””

図図面面枠枠 縮縮尺尺 →→ ““11 // 110000””

CADモード

「後で⼊⼒」を選択すると、
eGenの情報値で⽣成されます。
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3.2 図面枠の登録

STEP３．図⾯枠の登録

「挿⼊基準点を指定」クリック33

1111

3.図⾯の基準点を指定

登録する図⾯枠の名称を⼊⼒22

4.登録する図⾯枠全体を選択 5.⾃動⽣成時に基準となる領域を指定

プレビューで確認66

「オブジェクト選択」クリック44

「作図領域選択」
クリック55

読み込んだ図⾯枠の縮尺と図⾯枠サイズを設定77 1111 「OK」クリック88

＊サンプルの図⾯枠は1/1の縮尺です。

[作成]＞「図⾯枠形式定義」選択
コマンド︓SHEET11

CADモード

予め作図領域の線を描いておくと便利です。
サンプル図⾯枠では印刷されないレイヤーで
描いてあります。
また、部材リストはタイトル欄が作図領域より
上に表記されます。
作図領域の設定時はタイトル欄を考慮して
設定してください。
（タイトル⽂字⾼さ︓4mmなので1cm程度

は空けておくことをお勧めします）
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3.2 図面枠の登録

STEP３．図⾯枠の登録

「挿⼊基準点を指定」クリック33

1111

3.図⾯の基準点を指定

登録する図⾯枠の名称を⼊⼒22

4.登録する図⾯枠全体を選択 5.⾃動⽣成時に基準となる領域を指定

プレビューで確認66

「オブジェクト選択」クリック44

「作図領域選択」
クリック55

読み込んだ図⾯枠の縮尺と図⾯枠サイズを設定77 1111 「OK」クリック88

＊サンプルの図⾯枠は1/1の縮尺です。

[作成]＞「図⾯枠形式定義」選択
コマンド︓SHEET11

CADモード

予め作図領域の線を描いておくと便利です。
サンプル図⾯枠では印刷されないレイヤーで
描いてあります。
また、部材リストはタイトル欄が作図領域より
上に表記されます。
作図領域の設定時はタイトル欄を考慮して
設定してください。
（タイトル⽂字⾼さ︓4mmなので1cm程度

は空けておくことをお勧めします）

3.2 図面枠の登録

STEP４．図⾯枠をホストファイルに登録後適⽤

ツリーメニュー[図⾯要素]→
「図⾯要素(クライアント)」→
「図⾯枠」に登録されたことを確認

11 「図⾯要素(ホスト)」→
「図⾯枠」を右クリックして
「新しい図⾯枠グループ」を選択

22

新規図⾯枠を新規図⾯枠
グループにドラッグ44

図⾯枠が正常にホストファイルに
登録されると「T→RT」に変わります。5-1

図⾯枠が登録されたことを確認55

グループ名⼊⼒後
「Enter」33

ホストファイルに適⽤することで、新規作成や他のプロジェクトでも登録した図⾯枠を使⽤することが出来ます。

[ホストファイルに上書き]66

CADモード
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3.2 図面枠の登録

STEP５．図⾯枠を使⽤する

[図⾯⽣成]＞[eGenファイルを開く]>[伏図を⽣成]または[軸組図を⽣成] を選択11

⾃動⽣成する図に任意の図⾯枠を使⽤したい場合は⾃動⽣成モードで図⾯⽣成時に選択してください。
CADモードでは挿⼊位置と縮尺を指定して配置します。

⾃動⽣成モード CADモード

CADモード

⾃動⽣成モード

「図⾯枠」のプルダウンから選択22

[図⾯要素]から配置したい図⾯枠をドラッグ＆ドロップ11

※以降の使⽤⽅法は「伏図を⽣成」
または「軸組図を⽣成」をご覧下さい。

挿⼊点を指定して終了。
縮尺の初期値「1:100」を変更したい場合は[縮尺(S)]を選択22

縮尺を記⼊（1:1や1/1など「︓」か「/」で設定）して挿⼊点を指定33
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3.2 図面枠の登録

STEP５．図⾯枠を使⽤する

[図⾯⽣成]＞[eGenファイルを開く]>[伏図を⽣成]または[軸組図を⽣成] を選択11

⾃動⽣成する図に任意の図⾯枠を使⽤したい場合は⾃動⽣成モードで図⾯⽣成時に選択してください。
CADモードでは挿⼊位置と縮尺を指定して配置します。

⾃動⽣成モード CADモード

CADモード

⾃動⽣成モード

「図⾯枠」のプルダウンから選択22

[図⾯要素]から配置したい図⾯枠をドラッグ＆ドロップ11

※以降の使⽤⽅法は「伏図を⽣成」
または「軸組図を⽣成」をご覧下さい。

挿⼊点を指定して終了。
縮尺の初期値「1:100」を変更したい場合は[縮尺(S)]を選択22

縮尺を記⼊（1:1や1/1など「︓」か「/」で設定）して挿⼊点を指定33

3.3 オプション設定－構造図面生成マネージャー 伏図

または

構造図⾯⽣成マネージャーでは、オプションテンプレートで設定出来ない図⾯の表現⽅法を設定します。
⾃動⽣成前に設定を⾏います。

[メニュー]＞[図⾯⽣成]＞
[構造図⾯⽣成マネージャー]選択11

「伏軸図⾯」を確認します22

[メニュー]＞[図⾯⽣成]＞[伏図を⽣成]＞
[構造図⾯⽣成マネージャー]選択11

11
22
33
44

66

77

99

88

1100 1111

⾃動⽣成モード

55
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3.3 オプション設定－構造図面生成マネージャー 伏図

伏図に陰線を図化しない11
※可視深さに掛かる部材のうち、他部材により陰線になる場合、該当部材線を表⽰するか選択するオプションです。
この項⽬をチェックすると伏図で陰線を表⽰しません。 (初期値: チェック有)

チェック無（陰線を図化する）チェック有（陰線を図化しない）

伏図にブレースを図化しない33
※ブレースの表⽰/⾮表⽰を設定するオプションです。 (初期値: チェック無)

チェック無（ブレースを図化する）チェック有（ブレースを図化しない）

切断位置ラインにかかるブレースを図化しない44
※切断位置ラインにかかるブレースを図化するか否かを
設定します。 (初期値: チェック無)

チェック有

可視深さラインにかかるブレースを図化しない55

チェック有

11
22
33
44
55

⾃動⽣成モード

伏図に鉄⾻ブレースを単線で図化する22
※伏図にて鉄⾻ブレースを単線で表現するか、部材の幅で表現するかを選択するオプションです。
この項⽬をチェックすると伏図にブレースのみ単線で図化されます。 (初期値: チェック有)

チェック無（鉄⾻ブレースを部材幅で図化する）チェック有（鉄⾻ブレースを単線で図化する）

※G1梁下にRC壁がある場合に陰線表⽰しています※G1梁下にRC壁がありますが陰線⾮表⽰としています

※可視深さ位置ラインにかかるブレースを図化するか否かを
設定します。 (初期値: チェック無)
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3.3 オプション設定－構造図面生成マネージャー 伏図

伏図に陰線を図化しない11
※可視深さに掛かる部材のうち、他部材により陰線になる場合、該当部材線を表⽰するか選択するオプションです。
この項⽬をチェックすると伏図で陰線を表⽰しません。 (初期値: チェック有)

チェック無（陰線を図化する）チェック有（陰線を図化しない）

伏図にブレースを図化しない33
※ブレースの表⽰/⾮表⽰を設定するオプションです。 (初期値: チェック無)

チェック無（ブレースを図化する）チェック有（ブレースを図化しない）

切断位置ラインにかかるブレースを図化しない44
※切断位置ラインにかかるブレースを図化するか否かを
設定します。 (初期値: チェック無)

チェック有

可視深さラインにかかるブレースを図化しない55

チェック有

11
22
33
44
55

⾃動⽣成モード

伏図に鉄⾻ブレースを単線で図化する22
※伏図にて鉄⾻ブレースを単線で表現するか、部材の幅で表現するかを選択するオプションです。
この項⽬をチェックすると伏図にブレースのみ単線で図化されます。 (初期値: チェック有)

チェック無（鉄⾻ブレースを部材幅で図化する）チェック有（鉄⾻ブレースを単線で図化する）

※G1梁下にRC壁がある場合に陰線表⽰しています※G1梁下にRC壁がありますが陰線⾮表⽰としています

※可視深さ位置ラインにかかるブレースを図化するか否かを
設定します。 (初期値: チェック無)

3.3 オプション設定－構造図面生成マネージャー 伏図

切断⾯及び同⼀レベルで部材間の接続⾯の区分表現77
※部材表現を設定します。（初期値︓区分しない）

◎全ての部材を区分 ◎部材種類だけ区分 ◎区分しない

□柱を区分する

全ての部材を個別に区分して接触⾯を表⽰
します。

部材タイプが互いに異なる場合に接触⾯を
表⽰します。

同⼀レベルで全ての部材間の接続⾯を表⽰
しません。鉄⾻部材には適⽤されません。

他のオプションの設定と関係なく、柱の切断線
を閉じたポリラインで表現します。

77

⾃動⽣成モード

鉄⾻ピン接合部、鉄⾻露出柱脚部あき間隔66
※eGenにて梁をピン接合に指定した部材と接合先とのあき間隔をcm単位で設定します。（初期値︓1.5cm）

115500

※eGenにて梁を固定接合に指定した場合は、 のようになります。11//110000

1155
00

115500

例）1.5cmの場合、1/100の図⾯では150mmのあき間隔

66
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3.3 オプション設定－構造図面生成マネージャー 伏図

表記を省略（伏図・軸組図・断⾯図）88

チェック有

伏図・断⾯図に部材偏⼼距離⼨法を表記99
※eGenで偏⼼させた部材（伏図︓柱・梁・壁、 断⾯図︓直交梁・直交壁）のみ⼨法を表⽰します。（初期値︓チェック有）

偏⼼した部材の偏⼼距離⼨法のみ表記されます。

チェック有︓縮尺1/100

88

99

チェック無

チェック有︓縮尺1/200

11//110000 11//220000

⾃動⽣成モード

※部材⼨法の出⼒を調整します。伏図や軸組図・断⾯図の部材⼨法にそれぞれ関連しています。（初期値︓チェック無）
ここにチェックを⼊れると、右記の設定（初期値︓縮尺1/200以上か部材⻑さ4m未満）の場合に部材⼨法が省略されます。

縮尺が⼩さく、⼨法を描くスペースのない場合に使⽤。線形の部材(梁・壁・ブレース）にのみ対応しています。

全ての⼨法が表記されます。

60  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.3 オプション設定－構造図面生成マネージャー 伏図

表記を省略（伏図・軸組図・断⾯図）88

チェック有

伏図・断⾯図に部材偏⼼距離⼨法を表記99
※eGenで偏⼼させた部材（伏図︓柱・梁・壁、 断⾯図︓直交梁・直交壁）のみ⼨法を表⽰します。（初期値︓チェック有）

偏⼼した部材の偏⼼距離⼨法のみ表記されます。

チェック有︓縮尺1/100

88

99

チェック無

チェック有︓縮尺1/200

11//110000 11//220000

⾃動⽣成モード

※部材⼨法の出⼒を調整します。伏図や軸組図・断⾯図の部材⼨法にそれぞれ関連しています。（初期値︓チェック無）
ここにチェックを⼊れると、右記の設定（初期値︓縮尺1/200以上か部材⻑さ4m未満）の場合に部材⼨法が省略されます。

縮尺が⼩さく、⼨法を描くスペースのない場合に使⽤。線形の部材(梁・壁・ブレース）にのみ対応しています。

全ての⼨法が表記されます。

3.3 オプション設定－構造図面生成マネージャー 伏図

[凡例の設定]＞[伏軸⽤リスト名称(凡例)]1100
※伏図に凡例の出⼒の有無を指定します。部材ごとに選択できます。RCとS部材は同名称で管理されます。

1100

⾃動⽣成モード
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3.3 オプション設定－構造図面生成マネージャー 伏図

[ハッチングパターンを設定]＞[伏図ハッチング]1111
※Drawingでは、スラブと梁のレベル段差をハッチングを⽤いて表現します。各階の基準レベルは0段⽬となり、
基準レベルより1段⾼いレベル段差は“1段⽬”となり、低い段差は“-1段⽬“のハッチングパターンが使⽤されます。

レイアウト調整時にハッチングのパターンは変更できますが、
設計変更されたeGen3Dモデルを再度読込み、レイアウト
調整したものをテンプレートとして指定して⽣成しても、マネー
ジャーのレベル段差の設定でハッチングされます。
これは、設計変更時にレベル段差の数が変更された時に
同じハッチングパターンが使われることを防ぐためです。

ハッチングパターンはテンプレートよりもマネージャーの設定が
優先されます注注意意

1111

⾃動⽣成モード

62  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.3 オプション設定－構造図面生成マネージャー 伏図

[ハッチングパターンを設定]＞[伏図ハッチング]1111
※Drawingでは、スラブと梁のレベル段差をハッチングを⽤いて表現します。各階の基準レベルは0段⽬となり、
基準レベルより1段⾼いレベル段差は“1段⽬”となり、低い段差は“-1段⽬“のハッチングパターンが使⽤されます。

レイアウト調整時にハッチングのパターンは変更できますが、
設計変更されたeGen3Dモデルを再度読込み、レイアウト
調整したものをテンプレートとして指定して⽣成しても、マネー
ジャーのレベル段差の設定でハッチングされます。
これは、設計変更時にレベル段差の数が変更された時に
同じハッチングパターンが使われることを防ぐためです。

ハッチングパターンはテンプレートよりもマネージャーの設定が
優先されます注注意意

1111

⾃動⽣成モード

マネージャー設定を調整して伏図を⽣成してみましょう。
囲み部分が調整して⽣成した箇所です。

課題. 伏図⽣成
3F 伏図 1:100
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デフォルト設定

64  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



デフォルト設定 設定調整図
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66  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.4 オプション設定－構造図面生成マネージャー 軸組図

または

構造図⾯⽣成マネージャーでは、オプションテンプレートで設定出来ない図⾯の表現⽅法を設定します。
⾃動⽣成前に設定を⾏います。

[メニュー]＞[図⾯⽣成]＞
[構造図⾯⽣成マネージャー]選択11

「伏軸図⾯」を確認します22

[メニュー]＞[図⾯⽣成]＞[伏図を⽣成]＞
[構造図⾯⽣成マネージャー]選択11

66

77

99

1122

88

1111

⾃動⽣成モード

11

33
22

44
55

1100
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3.4 オプション設定－構造図面生成マネージャー 軸組図

軸組図・断⾯図に陰線を図化しない11
※可視深さに掛かる部材のうち、他部材により陰線になる場合、該当部材線を図化するかどうか選択するオプションです。(初期値: チェック有)

チェック無（陰線を図化する）チェック有（陰線を図化しない）

11
22

軸組図・断⾯図に鉄⾻ブレースを単線で図化する22
※軸組図・断⾯図にて鉄⾻ブレースを単線で表現するか、部材の幅で表現するかを選択するオプションです。
この項⽬をチェックすると鉄⾻ブレースを単線で図化します。 (初期値: チェック無)

チェック有（単線で図化する）チェック無（部材幅で図化する）

例）柱の埋め込み部分を図化します。例）梁断⾯の奥にある柱の埋め込み部分が
図化されていません。

⾃動⽣成モード

68  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.4 オプション設定－構造図面生成マネージャー 軸組図

軸組図・断⾯図に陰線を図化しない11
※可視深さに掛かる部材のうち、他部材により陰線になる場合、該当部材線を図化するかどうか選択するオプションです。(初期値: チェック有)

チェック無（陰線を図化する）チェック有（陰線を図化しない）

11
22

軸組図・断⾯図に鉄⾻ブレースを単線で図化する22
※軸組図・断⾯図にて鉄⾻ブレースを単線で表現するか、部材の幅で表現するかを選択するオプションです。
この項⽬をチェックすると鉄⾻ブレースを単線で図化します。 (初期値: チェック無)

チェック有（単線で図化する）チェック無（部材幅で図化する）

例）柱の埋め込み部分を図化します。例）梁断⾯の奥にある柱の埋め込み部分が
図化されていません。

⾃動⽣成モード

3.4 オプション設定－構造図面生成マネージャー 軸組図

33
44

⾃動⽣成モード

チェック有（ブレースを図化しない）

軸組図・断⾯図にブレースを図化しない33
※構造断⾯図⽣成時、チェックを⼊れると全てのブレースを除外して⽣成します。(初期値: チェック無)

切断位置ラインにかかるブレースを図化しない44
※構造断⾯図⽣成時、切断位置ライン(部材⼿前側)にかかる
ブレースを除外して⽣成します。
(初期値: チェック無)

チェック有（ブレースを図化しない）チェック有（陰線を図化しない）

可視深さラインにかかるブレースを図化しない55
※構造断⾯図⽣成時、可視深さライン(部材向こう側）にある
ブレースを除外して⽣成します。
(初期値: チェック無)

例）柱の向こう側にあるSV2が図化されません。例）柱⼿前のSV1が図化されていません。

55
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3.4 オプション設定－構造図面生成マネージャー 軸組図

鉄⾻ピン接合部、鉄⾻露出柱脚部あき間隔66
※eGenにてピン設定にした鉄⾻部材や柱脚指定した鉄⾻柱とその接合先とのあき間隔をcm単位で設定します。（初期値︓1.5cm）

※eGenにて埋込柱脚に指定した場合は、 のようになります。

66

例）1.5cmの場合、1/100の図⾯では150mmのあき間隔

77

切断⾯及び同⼀レベルで部材間の接続⾯の区分表現77
※部材表現を設定します。（初期値︓区分しない）

◎全ての部材を区分 ◎部材種類だけ区分 ◎区分しない

全ての部材を個別に区分して接触⾯を
表⽰します。

1155
0000

11//110000

杭省略表現88
※杭の表現⻑さを設定します。（初期値︓1.5m）

88

115500

1155
00

1155
00

部材タイプが互いに異なる箇所の接触⾯を
表⽰します。

同⼀レベルで全ての部材間の接続⾯を
区分表⽰しません。
鉄⾻部材には適⽤されません。

⾃動⽣成モード

70  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.4 オプション設定－構造図面生成マネージャー 軸組図

鉄⾻ピン接合部、鉄⾻露出柱脚部あき間隔66
※eGenにてピン設定にした鉄⾻部材や柱脚指定した鉄⾻柱とその接合先とのあき間隔をcm単位で設定します。（初期値︓1.5cm）

※eGenにて埋込柱脚に指定した場合は、 のようになります。

66

例）1.5cmの場合、1/100の図⾯では150mmのあき間隔

77

切断⾯及び同⼀レベルで部材間の接続⾯の区分表現77
※部材表現を設定します。（初期値︓区分しない）

◎全ての部材を区分 ◎部材種類だけ区分 ◎区分しない

全ての部材を個別に区分して接触⾯を
表⽰します。

1155
0000

11//110000

杭省略表現88
※杭の表現⻑さを設定します。（初期値︓1.5m）

88

115500

1155
00

1155
00

部材タイプが互いに異なる箇所の接触⾯を
表⽰します。

同⼀レベルで全ての部材間の接続⾯を
区分表⽰しません。
鉄⾻部材には適⽤されません。

⾃動⽣成モード

3.4 オプション設定－構造図面生成マネージャー 軸組図

99

1100

⾃動⽣成モード

軸組図・断⾯図に部材天端レベル⼨法を表記1100
※eGenでレベル移動させた部材（梁・スラブ）にのみ天端レベル⼨法を表⽰します。（初期値︓チェック有）

チェック有 チェック無

レベル移動した天端レベル⼨法のみ表記されます。 全ての⼨法が表記されます。

表記を省略（伏図・軸組図・断⾯図）99

チェック有︓縮尺1/100 チェック有︓縮尺1/200

11//110000 11//220000

※部材⼨法の出⼒を調整します。伏図や軸組図・断⾯図の部材⼨法にそれぞれ関連しています。（初期値︓チェック無）
ここにチェックを⼊れると、右記の設定（初期値︓縮尺1/200以上か部材⻑さ4m未満）の場合に部材⼨法が省略されます。

縮尺が⼩さく、⼨法を描くスペースのない場合に使⽤。線形の部材(梁・壁・ブレース）にのみ対応しています。
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3.4 オプション設定－構造図面生成マネージャー 軸組図

[階表記の設定]＞[階名称]1111
※階名称は midas eGen の層別情報が反映されます。

1111

⾃動⽣成モード

72  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.4 オプション設定－構造図面生成マネージャー 軸組図

[階表記の設定]＞[階名称]1111
※階名称は midas eGen の層別情報が反映されます。

1111

⾃動⽣成モード

[凡例の設定]＞[伏軸⽤リスト名称(凡例)]1122
※軸組図の凡例は、壁スリットと鉄⾻継⼿のみ表記されます。
表記したくない場合は「特記外は下記による」のチェックを外してください。

1122

⾃動⽣成モード

3.4 オプション設定－構造図面生成マネージャー 軸組図
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74  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



マネージャー設定を調整して軸組図を⽣成してみましょう。
囲み部分が調整して⽣成した箇所です。

課題. 軸組図⽣成
X5 軸組図 1:100
Y3 軸組図 1:100
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デフォルト設定

76  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



デフォルト設定 設定調整図
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デフォルト設定

78  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



デフォルト設定 設定調整図
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80  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.5 オプション設定－構造図面生成マネージャー 断面図

構造図⾯⽣成マネージャーでは、オプションテンプレートで設定出来ない図⾯の表現⽅法を設定します。
⾃動⽣成前に設定を⾏います。

[メニュー]＞[図⾯⽣成]＞
[構造図⾯⽣成マネージャー]選択11

⾃動⽣成モード

「伏軸図⾯」を確認します22

66

77

99

1100

1133

88

1122

11

33
22

44
55

1111
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3.5 オプション設定－構造図面生成マネージャー 断面図

軸組図・断⾯図に陰線を図化しない11
※可視深さに掛かる部材のうち、他部材により陰線になる場合、該当部材線を図化するかどうか選択するオプションです。(初期値: チェック有)

チェック無（陰線を図化する）チェック有（陰線を図化しない）

11
22

軸組図・断⾯図に鉄⾻ブレースを単線で図化する22
※軸組図・断⾯図にて鉄⾻ブレースを単線で表現するか、部材の幅で表現するかを選択するオプションです。
この項⽬をチェックすると鉄⾻ブレースを単線で図化します。 (初期値: チェック無)

チェック有（単線で図化する）チェック無（部材幅で図化する）

例）柱の埋め込み部分を図化します。例）梁断⾯の奥にある柱の埋め込み部分が
図化されていません。

⾃動⽣成モード

82  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.5 オプション設定－構造図面生成マネージャー 断面図

軸組図・断⾯図に陰線を図化しない11
※可視深さに掛かる部材のうち、他部材により陰線になる場合、該当部材線を図化するかどうか選択するオプションです。(初期値: チェック有)

チェック無（陰線を図化する）チェック有（陰線を図化しない）

11
22

軸組図・断⾯図に鉄⾻ブレースを単線で図化する22
※軸組図・断⾯図にて鉄⾻ブレースを単線で表現するか、部材の幅で表現するかを選択するオプションです。
この項⽬をチェックすると鉄⾻ブレースを単線で図化します。 (初期値: チェック無)

チェック有（単線で図化する）チェック無（部材幅で図化する）

例）柱の埋め込み部分を図化します。例）梁断⾯の奥にある柱の埋め込み部分が
図化されていません。

⾃動⽣成モード

3.5 オプション設定－構造図面生成マネージャー 断面図

33
44

⾃動⽣成モード

チェック有（ブレースを図化しない）

軸組図・断⾯図にブレースを図化しない33
※構造断⾯図⽣成時、チェックを⼊れると全てのブレースを除外して⽣成します。(初期値: チェック無)

切断位置ラインにかかるブレースを図化しない44
※構造断⾯図⽣成時、切断位置ライン(部材⼿前側)にかかる
ブレースを除外して⽣成します。
(初期値: チェック無)

チェック有（ブレースを図化しない）チェック有（陰線を図化しない）

可視深さラインにかかるブレースを図化しない55
※構造断⾯図⽣成時、可視深さライン(部材向こう側）にある
ブレースを除外して⽣成します。
(初期値: チェック無)

例）柱の向こう側にあるSV2が図化されません。例）柱⼿前のSV1が図化されていません。

55
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3.5 オプション設定－構造図面生成マネージャー 断面図

鉄⾻ピン接合部、鉄⾻露出柱脚部あき間隔66
※eGenにてピン設定にした鉄⾻部材や柱脚指定した鉄⾻柱とその接合先とのあき間隔をcm単位で設定します。（初期値︓1.5cm）

※eGenにて埋込柱脚に指定した場合は、 のようになります。

66

例）1.5cmの場合、1/100の図⾯では150mmのあき間隔

77

切断⾯及び同⼀レベルで部材間の接続⾯の区分表現77
※部材表現を設定します。（初期値︓区分しない）

◎全ての部材を区分 ◎部材種類だけ区分 ◎区分しない

全ての部材を個別に区分して接触⾯を
表⽰します。

部材タイプが互いに異なる箇所の接触⾯を
表⽰します。

同⼀レベルで全ての部材間の接続⾯を
区分表⽰しません。
鉄⾻部材には適⽤されません。

1155
0000

11//110000

杭省略表現88
※杭の表現⻑さを設定します。（初期値︓1.5m）

88

115500

1155
00

1155
00

⾃動⽣成モード
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3.5 オプション設定－構造図面生成マネージャー 断面図

鉄⾻ピン接合部、鉄⾻露出柱脚部あき間隔66
※eGenにてピン設定にした鉄⾻部材や柱脚指定した鉄⾻柱とその接合先とのあき間隔をcm単位で設定します。（初期値︓1.5cm）

※eGenにて埋込柱脚に指定した場合は、 のようになります。

66

例）1.5cmの場合、1/100の図⾯では150mmのあき間隔

77

切断⾯及び同⼀レベルで部材間の接続⾯の区分表現77
※部材表現を設定します。（初期値︓区分しない）

◎全ての部材を区分 ◎部材種類だけ区分 ◎区分しない

全ての部材を個別に区分して接触⾯を
表⽰します。

部材タイプが互いに異なる箇所の接触⾯を
表⽰します。

同⼀レベルで全ての部材間の接続⾯を
区分表⽰しません。
鉄⾻部材には適⽤されません。

1155
0000

11//110000

杭省略表現88
※杭の表現⻑さを設定します。（初期値︓1.5m）

88

115500

1155
00

1155
00

⾃動⽣成モード

3.5 オプション設定－構造図面生成マネージャー 断面図

99

1100

⾃動⽣成モード

伏図・断⾯図に部材偏⼼距離⼨法を表記1100
※eGenで偏⼼させた部材（伏図︓柱・梁・壁、 断⾯図︓直交梁・直交壁）のみ⼨法を表⽰します。（初期値︓チェック有）

表記を省略（伏図・軸組図・断⾯図）99

チェック有︓縮尺1/100 チェック有︓縮尺1/200

11//110000 11//220000

※部材⼨法の出⼒を調整します。伏図や軸組図・断⾯図の部材⼨法にそれぞれ関連しています。（初期値︓チェック無）
ここにチェックを⼊れると、右記の設定（初期値︓縮尺1/200以上か部材⻑さ4m未満）の場合に部材⼨法が省略されます。

縮尺が⼩さく、⼨法を描くスペースのない場合に使⽤。線形の部材(梁・壁・ブレース）にのみ対応しています。

チェック有 チェック無

偏⼼した部材の偏⼼距離⼨法のみ表記されます。 全ての⼨法が表記されます。

1111

軸組図・断⾯図に部材天端レベル⼨法を表記1111
※eGenでレベル移動させた部材（梁・スラブ）にのみ天端レベル⼨法を表⽰します。（初期値︓チェック有）

チェック有 チェック無

レベル移動した天端レベル⼨法のみ表記されます。 全ての⼨法が表記されます。
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3.5 オプション設定－構造図面生成マネージャー 断面図

[階表記の設定]＞[階名称]1122
※階名称を変更したい場合は、⽣成前にこちらで変更出来ます。

1122

⾃動⽣成モード

86  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.5 オプション設定－構造図面生成マネージャー 断面図

[階表記の設定]＞[階名称]1122
※階名称を変更したい場合は、⽣成前にこちらで変更出来ます。

1122

⾃動⽣成モード

3.5 オプション設定－構造図面生成マネージャー 断面図

[凡例の設定]＞[伏軸⽤リスト名称(凡例)]1133

※軸組図の凡例は、壁スリットと鉄⾻継⼿のみ表記されます。
表記したくない場合は「特記外は下記による」のチェックを外してください。

1133

⾃動⽣成モード
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88  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



マネージャー設定を調整して断⾯図を⽣成してみましょう。
囲み部分が調整して⽣成した箇所です。

課題. 断⾯図⽣成
A-Aʼ 断⾯図 1:100
B-Bʼ 断⾯図 1:100

A Aʼ

B

Bʼ
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デフォルト設定

90  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



デフォルト設定 設定調整図
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デフォルト設定

92  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



デフォルト設定 設定調整図
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94  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

または

構造図⾯⽣成マネージャーでは、オプションテンプレートで設定出来ない図⾯の表現⽅法を設定します。
⾃動⽣成前に設定を⾏います。

[メニュー]＞[図⾯⽣成]＞
[構造図⾯⽣成マネージャー]選択11

「部材リスト」を確認します22

[メニュー]＞[図⾯⽣成]＞[伏図を⽣成]＞
[構造図⾯⽣成マネージャー]選択11

11 22

4433 55

22

⾃動⽣成モード

66 77 88

99

1144

1100

1111 1122

1133

1155 1166 1177

1188 1199
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3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

柱/梁リストで鉄筋のフックを表記11
※柱の鉄筋フックの表⽰/⾮表⽰を設定します。(初期値: チェック無)

チェック有（鉄筋フックを表記する）チェック無（鉄筋フックを表記しない）

11 22

鉄筋グループ22
※部材リストオプションテンプレートで設定した鉄筋記号で⽣成されます。

⾃動⽣成モード

96  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

柱/梁リストで鉄筋のフックを表記11
※柱の鉄筋フックの表⽰/⾮表⽰を設定します。(初期値: チェック無)

チェック有（鉄筋フックを表記する）チェック無（鉄筋フックを表記しない）

11 22

鉄筋グループ22
※部材リストオプションテンプレートで設定した鉄筋記号で⽣成されます。

⾃動⽣成モード

3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

階表記の設定33
※部材リストのタイトル名称を設定します。同部材のリストが複数枚になる場合、部材名称の後にハイフンと数字が⾃動で⽣成されます。(初期値: 下記)

33

⾃動⽣成モード
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3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

配筋位置名称の設定44
※梁と壁のリスト内の表記⽂字を設定します。下記、表記⽂字欄で変更が可能です。(初期値: 下記)

44

⾃動⽣成モード

98  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

配筋位置名称の設定44
※梁と壁のリスト内の表記⽂字を設定します。下記、表記⽂字欄で変更が可能です。(初期値: 下記)

44

⾃動⽣成モード

3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

レイアウト設定55

※部材リストをご⾃⾝のレイアウトに近づけて⾃動⽣成する設定機能です。(初期値: 下記)

55

AA BB CC DD EE

FF

⾃動⽣成モード
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3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

リスト枠設定（断⾯形式）

※部材ごとにリスト枠のサイズや表記⽂字を設定します。
画層レイヤーや⽂字・⼨法スタイルは「部材リストオプションテンプレート」にて変更が可能です。

例︓(RC)⼩梁リストー断⾯形式 (他部材については、「midas Drawing online help」をご覧下さい)

AA

55AA

①リスト枠のサイズを設定します。

②図とリスト枠線の空き間隔を設定します。

③スラブ線の⻑さ（梁のみ設定可能）を設定します。

④⼨法補助線の⻑さを設定します。

⑤リスト枠サイズ決定の基準となる断⾯⼨法値を設定。
縮尺に依存します。

⑥断⾯省略オプションのための基準となる断⾯⼨法値を設定。
（未対応）

上記単位︓mm

11

11

11

11

22 33

22

44 22

44

66

55

⑦鉄筋の名称を設定します。

※リスト項⽬の表⽰順序変更は⾮対応です。

77

⾃動⽣成モード
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3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

リスト枠設定（断⾯形式）

※部材ごとにリスト枠のサイズや表記⽂字を設定します。
画層レイヤーや⽂字・⼨法スタイルは「部材リストオプションテンプレート」にて変更が可能です。

例︓(RC)⼩梁リストー断⾯形式 (他部材については、「midas Drawing online help」をご覧下さい)

AA

55AA

①リスト枠のサイズを設定します。

②図とリスト枠線の空き間隔を設定します。

③スラブ線の⻑さ（梁のみ設定可能）を設定します。

④⼨法補助線の⻑さを設定します。

⑤リスト枠サイズ決定の基準となる断⾯⼨法値を設定。
縮尺に依存します。

⑥断⾯省略オプションのための基準となる断⾯⼨法値を設定。
（未対応）

上記単位︓mm

11

11

11

11

22 33

22

44 22

44

66

55

⑦鉄筋の名称を設定します。

※リスト項⽬の表⽰順序変更は⾮対応です。

77

⾃動⽣成モード

3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

リスト枠設定（表形式）

※部材ごとにリスト枠のサイズや表記⽂字を設定します。
画層レイヤーや⽂字・⼨法スタイルは「部材リストオプションテンプレート」にて変更が可能です。

例︓(RC)スラブリストー表形式_STYLE 02 (STYLE 01は凡例が無いタイプです)

AA

55AA

①リスト枠の⾼さサイズを設定します。

②リスト枠の幅サイズを設定します

③②で設定した幅サイズを⾃動計算して
全体幅サイズを決定します。

④鉄筋の名称を設定します。

※リスト項⽬の表⽰順序変更は⾮対応です。

11

11

11

33

22 22 22

※STYLEは「部材リストを⽣成」ダイアログの「部材リストのスタイル」にて指定します。

⾃動⽣成モード
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3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

フィット

※作図領域にぴったりはまるように⾃動⽣成する機能です。柱と梁リストが対応しています。（初期値︓チェック無）

チェックなし（この場合、リスト枠サイズは、「リスト枠設定」で設定されたサイズで⽣成されます）

BB

55BB

チェックあり

作図領域内に1枠以上の空きがある場合、
フィット機能の対象外となります。

作図領域内にフィットするように
⾃動で調整して⽣成します。

⾃動⽣成モード

102  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

フィット

※作図領域にぴったりはまるように⾃動⽣成する機能です。柱と梁リストが対応しています。（初期値︓チェック無）

チェックなし（この場合、リスト枠サイズは、「リスト枠設定」で設定されたサイズで⽣成されます）

BB

55BB

チェックあり

作図領域内に1枠以上の空きがある場合、
フィット機能の対象外となります。

作図領域内にフィットするように
⾃動で調整して⽣成します。

⾃動⽣成モード

※異なる階の断⾯・配筋情報が同じ場合に１つの枠に統合する機能です。
全ての断⾯リストにおいて、連続する階が同じであることが条件となります。
RC、S部材共に柱と⼤梁が対応しています。（初期値︓チェック無）

3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

階統合

CC

55CC

チェック有チェック無

※1Fから4Fの断⾯のうち、2Fが異なるため、
3Fと4Fのみ統合されます。

注）階符号はデフォルメして表現しています。

チェック有チェック無

※全階で同じ断⾯の場合、階が⼀つに統合されます。

◎全階同断⾯・同配筋の場合 ◎途中階で断⾯や配筋が異なる場合

⾃動⽣成モード
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※断⾯位置の表記を選択する機能です。 ⼤梁、⼩梁、地中梁が対応しています。（初期値︓⾃動認識）

3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

断⾯表記55DD

⾃動認識（eGen情報より「全断⾯」＞「両端・中央」＞「左端・中央・右端」のいずれかが適⽤されます。）

3断⾯（eGen情報に関係なく「左端・中央・右端」の３断⾯形式で⽣成します。）

DD

⾃動⽣成モード

104  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



※断⾯位置の表記を選択する機能です。 ⼤梁、⼩梁、地中梁が対応しています。（初期値︓⾃動認識）

3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

断⾯表記55DD

⾃動認識（eGen情報より「全断⾯」＞「両端・中央」＞「左端・中央・右端」のいずれかが適⽤されます。）

3断⾯（eGen情報に関係なく「左端・中央・右端」の３断⾯形式で⽣成します。）

DD

⾃動⽣成モード

※断⾯位置で区切られた線を出⼒する機能です。（初期値︓チェック無）

3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

区切り線

EE

55EE

チェック無 チェック有

ＦＦ

※「部材リスト⾃動レイアウト設定」で変更した全てをインストール時の状態に戻す機能です。
ご⾃⾝で設定したものに戻すことができませんので、ご注意ください。

初期化55FF

⾃動⽣成モード
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3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

66

階レベル線表⽰66
※FL表記を出⼒するオプションです。(初期値: チェック有)

チェック無チェック有

断⾯配置基準77

梁天端基準

FL 基準

77

※FLを基準に断⾯図を配置するか、断⾯図の天端を基準にFLを配置するか選択できるオプションです。(初期値: FL 基準)

※⾚字は説明箇所を強調しています。

⾃動⽣成モード
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3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

66

階レベル線表⽰66
※FL表記を出⼒するオプションです。(初期値: チェック有)

チェック無チェック有

断⾯配置基準77

梁天端基準

FL 基準

77

※FLを基準に断⾯図を配置するか、断⾯図の天端を基準にFLを配置するか選択できるオプションです。(初期値: FL 基準)

※⾚字は説明箇所を強調しています。

⾃動⽣成モード

3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

99

地業厚さ88
※地中梁出⼒時の捨てコンクリートと砕⽯の成を決定するオプションです。(初期値: 捨てコンクリート / 50 、砕⽯ / 50)

初期値

腹筋表⽰間隔99

腹筋表⽰間隔

88

※腹筋の鉄筋間隔を設定します。

例）捨てコンクリート / 50 、砕⽯ / 100

1100

腹筋径1100

腹筋

※RC梁の腹筋径を決定するオプションです。
(初期値: D10)

※⾚字は説明箇所を強調しています。
⻘字も説明箇所を強調していますが、⽣成されません。

⾃動⽣成モード

https://jp.midasuser.com/building/egen/support/drawing.asp  l  107



3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

⼤梁/地中梁断⾯スタイル1111
※⼤梁と地中梁の断⾯にスラブ形状を出⼒するオプションです。

(初期値:スラブあり)
スラブなし

柱リスト 柱頭/柱脚表現形式1133
※柱頭/柱脚表現を選択するオプションです。

(初期値:縦置型)

スラブあり（初期値）

1111 1122

縦置型 横置型

⼩梁断⾯スタイル1122

スラブなし スラブあり（初期値）

壁リスト ⼱⽌筋1144

D10 ＠1000（初期値）

1133

1144

※⼱⽌筋の鉄筋径とピッチを設定するオプションです。
(初期値:鉄筋径 / D10 , ピッチ / 1000)

※⼩梁の断⾯にスラブ形状を出⼒するオプションです。
(初期値:スラブあり)

※⾚字は説明箇所を強調しています。
⻘字も説明箇所を強調していますが、⽣成されません。

⾃動⽣成モード
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3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

⼤梁/地中梁断⾯スタイル1111
※⼤梁と地中梁の断⾯にスラブ形状を出⼒するオプションです。

(初期値:スラブあり)
スラブなし

柱リスト 柱頭/柱脚表現形式1133
※柱頭/柱脚表現を選択するオプションです。

(初期値:縦置型)

スラブあり（初期値）

1111 1122

縦置型 横置型

⼩梁断⾯スタイル1122

スラブなし スラブあり（初期値）

壁リスト ⼱⽌筋1144

D10 ＠1000（初期値）

1133

1144

※⼱⽌筋の鉄筋径とピッチを設定するオプションです。
(初期値:鉄筋径 / D10 , ピッチ / 1000)

※⼩梁の断⾯にスラブ形状を出⼒するオプションです。
(初期値:スラブあり)

※⾚字は説明箇所を強調しています。
⻘字も説明箇所を強調していますが、⽣成されません。

⾃動⽣成モード

3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

上端筋出⼒1155
※独⽴基礎と布基礎の上端筋を出⼒するオプションです。

鉄筋径は「独⽴/布 基礎上端筋」で選択可能です(初期値:チェック有)

チェック有（初期値）

1155

チェック無

1166 1177

布基礎下端配⼒筋1166

初期値

※布基礎の下端配⼒筋の鉄筋径を選択するオプションです。
(初期値:先端 D13 、 ⼀般部D13＠200)

独⽴/布 基礎上端筋1177

初期値

※独⽴基礎と布基礎の上端筋の鉄筋径とピッチを選択する
オプションです。
(初期値:主筋D13@300 、配⼒筋先端 D13 、

配⼒筋 ⼀般部D13＠300)

※⾚字は説明箇所を強調しています。
⻘字も説明箇所を強調していますが、⽣成されません。

⾃動⽣成モード
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3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

杭基礎の⽔平補強筋1188
※杭基礎の⽔平補強筋の鉄筋径とピッチを設定します。(初期値:D13 @300)

チェック有（初期値）

1188 1199

地業厚さ1199

初期値

※基礎の捨てコンクリートと砕⽯の成を決定するオプションです。(初期値: 捨てコンクリート / 50 、砕⽯ / 100)

※⾚字は説明箇所を強調しています。
⻘字も説明箇所を強調していますが、⽣成されません。

⾃動⽣成モード
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3.6 オプション設定－構造図面生成マネージャー 部材リスト

杭基礎の⽔平補強筋1188
※杭基礎の⽔平補強筋の鉄筋径とピッチを設定します。(初期値:D13 @300)

チェック有（初期値）

1188 1199

地業厚さ1199

初期値

※基礎の捨てコンクリートと砕⽯の成を決定するオプションです。(初期値: 捨てコンクリート / 50 、砕⽯ / 100)

※⾚字は説明箇所を強調しています。
⻘字も説明箇所を強調していますが、⽣成されません。

⾃動⽣成モード

マネージャー設定を調整して部材リストを⽣成してみましょう。
囲み部分が調整して⽣成した箇所です。

課題. 部材リスト⽣成
⼤梁リスト 1:60
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デフォルト設定

112  l  midas Drawing 構造図自動生成の基本操作



デフォルト設定 設定調整図
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1．オプションテンプレートをコピー

オプションテンプレート

ツリーメニュー＞ウィンドウ＞オプションテンプレート＞部材リストオプションテンプレート＞
Standard List Templateを右クリック＞「複写」を選択11

複写したテンプレートを右クリック
「現在のテンプレートに設定」を選択22 設定編集するオプションテンプレートを右クリック

「開く」を選択33

※複写後、「名称の変更」が可能です。
ただし、「現在のテンプレートに設定」されていると名称の変更はできません。

■既存のオプションテンプレートをコピーしてから開く

※現在のテンプレートに指定されて
いるものがオレンジ⾊で表⽰されます。

オプションテンプレートは、複数作成することが可能なので、取引先や物件毎に作成することが出来ます。
ここでは既存のオプションテンプレートをコピーするところから始めます。
※オプションテンプレートでは、UNDO(元に戻す)をすると、設定変更が全て初期化され、変更内容が保存されません。

■全 4 STEP

STEP１．オプションテンプレートをコピー

STEP２．鉄筋記号グループの編集/登録

STEP３．部材リストオプションテンプレートに保存

STEP４．部材リスト⽣成に使⽤する

3.7 オプション設定－鉄筋記号グループの登録
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すでに登録されている鉄筋記号グループを編集する⽅法です。
編集したい部材リストオプションテンプレートを開きます。

鉄筋記号グループの編集11 ユーザー指定グループを編集22

オプションテンプレート

2. 鉄筋記号グループの編集/登録

[図⾯⽣成＞部材リストテンプレートの編集＞
鉄筋グループ登録及び編集]を選択

[グループ＞ユーザー指定]を選択
新たにグループを作成することも可能です。
次項をご覧下さい。

※プルダウンして選択してください。
鉄筋記号⼀覧は次ページをご覧下さい。

鉄筋記号を選択33

鉄筋記号グループは部材リスト-オプションテンプレートに保存されます。
鉄筋記号グループの編集や登録は部材リストオプションテンプレートを開いてから設定します。

「OK」をクリック44

2-1. 鉄筋記号グループの編集

3.7 オプション設定－鉄筋記号グループの登録
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すでに登録されている鉄筋記号グループを編集する⽅法です。
編集したい部材リストオプションテンプレートを開きます。

鉄筋記号グループの編集11 ユーザー指定グループを編集22

オプションテンプレート

2. 鉄筋記号グループの編集/登録

[図⾯⽣成＞部材リストテンプレートの編集＞
鉄筋グループ登録及び編集]を選択

[グループ＞ユーザー指定]を選択
新たにグループを作成することも可能です。
次項をご覧下さい。

※プルダウンして選択してください。
鉄筋記号⼀覧は次ページをご覧下さい。

鉄筋記号を選択33

鉄筋記号グループは部材リスト-オプションテンプレートに保存されます。
鉄筋記号グループの編集や登録は部材リストオプションテンプレートを開いてから設定します。

「OK」をクリック44

2-1. 鉄筋記号グループの編集

3.7 オプション設定－鉄筋記号グループの登録

オプションテンプレート

鉄筋グループ名を⼊⼒22
[グループ＞新しい鉄筋グループ名を⼊⼒]

※新規に鉄筋グループ欄が作られるので、任意の位置に配置してください。

鉄筋記号グループの作成11
[図⾯⽣成＞部材リストテンプレートの編集＞
鉄筋グループ登録及び編集]を選択

鉄筋記号を選択33
※プルダウンして選択してください。

※鉄筋グループは複数作成することが可能です。登録されていない名称を⼊⼒すると新規作成となります。

3.7 オプション設定－鉄筋記号グループの登録

2-2. 鉄筋記号グループの登録

任意の位置に配置55

「OK」をクリック44
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◎鉄筋記号⼀覧表（鉄筋径をD10でNo.1を選択した場合、ブロック名は「 D10_1 」となります）

◎鉄筋グループ︓ユーザー指定の初期値

オプションテンプレート

3.7 オプション設定－鉄筋記号グループの登録
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◎鉄筋記号⼀覧表（鉄筋径をD10でNo.1を選択した場合、ブロック名は「 D10_1 」となります）

◎鉄筋グループ︓ユーザー指定の初期値

オプションテンプレート

3.7 オプション設定－鉄筋記号グループの登録

[ウィンドウ＞⾃動⽣成モード]選択

4．部材リスト⽣成時に使⽤する

設定した鉄筋記号グループを⾃動⽣成時に使⽤するには、構造図⾯⽣成マネージャーを変更します。

⾃動⽣成モード

3.7 オプション設定－鉄筋記号グループの登録

設定編集するオプションテンプレートを右クリック
「保存」を選択11 設定編集するオプションテンプレートを右クリック

「閉じる」を選択22

※閉じるを選択すると、オプションテンプ
レートを開く以前のモードへ移動します。

3．部材リストオプションテンプレートに保存

構造⽣成マネージャーを開く22

⾃動⽣成モードへ切替11

部材リストを選択33 鉄筋記号グループを選択44

[OK]をクリック55
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4. 困ったときは

初めての⼈が遭遇しやすい問題と解決策
Q1. 構造図を⽣成したが、印刷や書き出しが実⾏できない。
A1. 印刷や書き出しはCAD機能です。

CAD機能はCADモードで使⽤可能となりますので、⽣成図をCADモードに配置してから実⾏してください。

Q2. RC部材の⼩梁リストやスラブリストが⽣成できない。
A2. midas eGen ファイルで配筋情報がないと部材リストを⽣成できません。

eGen でRC断⾯検定⼊⼒情報をご確認ください。

Q3. 登録した図⾯枠を他のPCでも利⽤したい場合、そのPCでも登録作業が必要ですか︖
A3. 図⾯枠を配置したDrawingファイルを保存して、他のPCで開いて図⾯枠をホストファイルに上書きすれば利⽤可能となります。

使⽤したい図⾯枠がある事を確認
ツリーメニュー[図⾯要素]タブ→「図⾯要素(クライアント)」→「図⾯枠」

11 図⾯枠が正常にホストファイルに
登録されると「T→RT」に変わります。3-1

図⾯枠が登録されたことを確認33

[ホストファイルに上書き]44

新規図⾯枠を新規図⾯枠
グループにドラッグ&ドロップ22

Q4. 登録した鉄筋記号グループを他のPCでも利⽤したい場合、そのPCでも登録作業が必要ですか︖
A4. 鉄筋記号グループは部材リストオプションテンプレートに保存されます。

オプションテンプレートファイルをそのPCにコピーすれば利⽤可能となります。
ファイルは「C:¥MIDAS¥SystemFiles¥DRAWING_JP¥List Templates」フォルダにあります。
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4. 困ったときは

Q5. ⾃動⽣成時に“挿⼊基点を指定”と出るが、画⾯に何も表⽰されない。
A5. 現在レイヤー(画層)が⾮活性になっていませんか。

⽣成時のプレビュー線のレイヤー(画層)は“0(ゼロ)”です。
⽣成図を配置後で構いませんので、当該レイヤーを活性化してください。

Q7. 通り名の付いていない通り(フレーム)を図⾯⽣成できますか︖
A7. 通り名の付いていない通り(フレーム)は「軸組図⽣成」機能では図⾯⽣成できません。

midas eGen にて通り(フレーム)を登録する必要があります。
もしくは「構造断⾯図」機能で図⾯⽣成を実⾏します。

Q6. ⾃動⽣成図を作業空間に配置しましたが、図が表⽰されません。
A6. 配置時にマウスやキーボードで操作を⾏うと、画⾯表⽰を中断して操作を優先しようとします。

画⾯再作図コマンドを実⾏すれば表⽰されます。（再作図コマンド︓REGEN）

または
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4. 困ったときは

Q5. ⾃動⽣成時に“挿⼊基点を指定”と出るが、画⾯に何も表⽰されない。
A5. 現在レイヤー(画層)が⾮活性になっていませんか。

⽣成時のプレビュー線のレイヤー(画層)は“0(ゼロ)”です。
⽣成図を配置後で構いませんので、当該レイヤーを活性化してください。

Q7. 通り名の付いていない通り(フレーム)を図⾯⽣成できますか︖
A7. 通り名の付いていない通り(フレーム)は「軸組図⽣成」機能では図⾯⽣成できません。

midas eGen にて通り(フレーム)を登録する必要があります。
もしくは「構造断⾯図」機能で図⾯⽣成を実⾏します。

Q6. ⾃動⽣成図を作業空間に配置しましたが、図が表⽰されません。
A6. 配置時にマウスやキーボードで操作を⾏うと、画⾯表⽰を中断して操作を優先しようとします。

画⾯再作図コマンドを実⾏すれば表⽰されます。（再作図コマンド︓REGEN）

または

使い続けることで問題に遭遇したら、学習と技術サポート（学習サイト）に来てみてください。
学習サイトへはDrawingを起動中にF1キーを押すことですぐに移動することが出来ます。。

https://jp.midasuser.com/building/egen/support/drawing.asp

A. 操作の学習
Drawingの各種操作⽅法を学習できる資料をまとめています。まずは、ここで操作を覚えましょう。

B. ヘルプ
Drawingの各種機能の説明があります。使い⽅が分からなかったら、ここを⾒てみましょう。

C. よくある質問 トラブルの対策
皆様からよく届く質問に対する回答をFAQとして公開しています。

D. 技術資料
DrawingのCADで使⽤する IRX(3rd Partyプログラム) や オプションテンプレート を公開しています。

E. 検索アドレスバー
何か資料を探したいときは、ここからいつでも検索できます。

4. 困ったときは

AA BB CC DD

EE

その他の問題と解決策

もし解決策が分からない場合は

学習サイトで調べても分からない場合にはWeb(ダイレクト技術問い合わせ)でお問い合わせください。
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